
東広島市消防出初式

　平成25年第 ４回定例会は、11月29日から12月20日までの22日間の会
期で開催されました。この定例会では、条例案等39件を審議しました。
また、12月10日、11日、12日、13日の ４日間行った一般質問では、15
人の議員が登壇し、執行部の考えを質

ただ

しました。
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Ｑ　

音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
で
気
に

な
る
こ
と
、
思
う
こ
と
は
何
か
あ

り
ま
す
か
。

西
村　

東
広
島
に
は
演
奏
団
体
は

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
市
民

ホ
ー
ル
の
練
習
場
含
め
施
設
が
足

り
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ　

音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
指

す
方
向
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す

か
。

西
村　

例
え
ば
海
外
と
か
国
内
と

市
民
ホ
ー
ル
を
、
音
楽
を
通
じ
て

文
化
の
発
信
地
に
し
て
い
き
た
い
。

か
有
名
な
演
奏
家
が
来
て
、「
あ

の
ホ
ー
ル
に
は
絶
対
行
か
な
い
。」

と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
も
、
芸

術
文
化
に
理
解
の
あ
る
人
に
よ
っ

て
市
民
ホ
ー
ル
を
運
営
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

枝
川　

音
楽
で
ま
ち
づ
く
り
を
し

よ
う
と
い
う
こ
と
は
音
楽
に
よ
っ

て
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
、
音
楽

自
体
で
人
間
を
幸
せ
に
で
き
る

し
、
感
動
で
き
る
っ
て
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
ね
。

藤
原　

日
本
は
、
世
界
で
も
大
き

な
国
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、

こ
こ
ら
で
発
想
の
転
換
が
本
当
は

必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
本
当

に
、
子
ど
も
を
育
て
た
り
、
文
化

を
育
て
た
り
、そ
う
い
う
こ
と
は
、

せ
っ
か
く
こ
ん
な
立
派
な
も
の
が

で
き
る
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
を
中
心

に
、
市
民
の
心
に
響
く
よ
う
な
も

の
を
、
ぜ
ひ
と
も
企
画
し
て
運
営

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ　

市
民
ホ
ー
ル
の
完
成
に
向
け

て
、
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
の
夢
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
。

も
り　

ホ
ー
ル
っ
て
い
う
の
は
、

音
楽
が
よ
く
て
、
聞
き
に
行
き
た

い
と
思
え
ば
ど
こ
に
で
も
行
き
ま

す
が
、
今
回
立
地
も
す
ご
く
い
い

し
西
条
の
観
光
で
も
酒
蔵
、
く
ぐ

り
門
に
コ
ン
サ
ー
ト
と
う
ま
く
や

れ
ば
通
過
型
だ
け
で
終
わ
ら
な
い

音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
本
市
、

平
成
28
年
春
頃
に
は
、
市
民
ホ
ー
ル

が
完
成
い
た
し
ま
す
。
市
民
ホ
ー
ル

の
活
用
を
含
め
、
音
楽
の
ま
ち
と
し

て
目
指
す
姿
や
活
動
は
ど
う
す
る
べ

き
か
、
本
市
の
音
楽
活
動
に
か
か
わ

る
方
々
に
「
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

「
音
楽
の

 
ま
ち
づ
く
り
」

Interview

マ

特 集

テ
ー
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可
能
性
が
出
て
き
ま
す
ね
。

枝
川　

昼
休
み
に
な
っ
て
空
い
て

い
れ
ば
、
み
ん
な
昼
寝
し
て
も
い

い
で
す
よ
っ
て
、
そ
れ
で
音
楽
を

か
け
て
お
く
と
か
、
中
で
や
っ
て

い
る
こ
と
が
、
外
か
ら
ち
ょ
っ
と

見
え
る
。
じ
ゃ
あ
今
度
お
金
払
っ

て
入
っ
て
み
よ
う
と
か
。

Ｑ　

最
後
に
何
か
、
一
言
お
願
い

し
ま
す
。

も
り　

市
民
ホ
ー
ル
に
関
わ
っ

て
、
何
か
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
な
企
画
、
プ
ロ
を
目
指
す

人
の
第
一
歩
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

よ
う
な
こ
と
や
、
※
エ
ル
・
シ
ス

テ
マ
な
ど
、
何
か
な
い
か
と
い
つ

も
思
っ
て
い
ま
す
。

西
村　

今
日
は
市
議
会
議
員
さ
ん

に
話
を
聞
い
て
い
た
だ
い
て
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

東
広
島
市
は
音
楽
的
に
は
ま
だ
ま

だ
発
展
途
上
で
あ
り
、
芸
術
に
お

金
を
か
け
る
こ
と
は
家
庭
で
い
え

ば
教
育
費
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。

藤
原　

本
当
に
こ
こ
が
市
の
中
心

に
な
っ
て
、
市
の
文
化
の
発
信
地

に
な
り
、
市
民
の
心
を
育
て
る
ん

だ
と
考
え
れ
ば
、
極
端
な
こ
と
を

言
っ
た
ら
、
こ
こ
の
利
用
に
い
く

ら
税
金
を
使
っ
て
も
い
い
よ
と
い

う
く
ら
い
の
発
想
で
市
長
を
は
じ

め
議
員
の
み
な
さ
ん
も
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※�

エ
ル
・
シ
ス
テ
マ
…
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
で
行
わ
れ
て
い
る
公
的
融
資

に
よ
る
音
楽
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
有
志
組
織

※
写
真
右
側
か
ら

○
も
り
て
つ
や
音
楽
教
室

�

主
宰　

も
り　

て
つ
や
氏

○
広
島
大
学
教
育
学
研
究
科

�

教
授　

枝
川　

一
也
氏

○
東
広
島
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

�

前
団
長　

西　

村　
　

薫
氏

○
東
広
島
市
観
光
協
会

�

理
事　

藤
原　

忠
治
氏

〇
取
材
担
当

　
　

広
報
広
聴
委
員
会

�

西
本　

博
之
委
員

�

平
岡　
　

毅
委
員
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■質問一覧（掲載分）

一
般
質
問
―
平
成
25
年
第
₄
回
定
例
会

議
員
は
︑
定
例
会
で
︑
市
政
全
般
に
つ
い
て
年
₃
回
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

平
成
２5
年
第
₄
回
（
1２
月
）
定
例
会
で
は
︑
15
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
︒

こ
こ
で
は
︑
質
問
と
答
弁
の
要
約
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
︒
全
文
（
会
議
録
）
は
︑
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑

ま
た
は
︑
議
会
事
務
局
や
市
立
図
書
館
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

分　野 質　問　項　目 質問議員 掲　載
ページ

行政組織・
税財政

藏田市長の三期目出馬の意向 高橋　典弘 ₇

本市のリーディング・プロジェクトを明確に！ 高橋　典弘 ₇

行政の効率化の推進 中平　好昭 9

将来に亘って持続可能な公共施設の体系を 石原　賢治 11

低・未利用地の売却等を含めた有効活用を 石原　賢治 11

臨時・非常勤職員の待遇改善と雇用安定を 石原　賢治 11

新年度予算編成の基本方針と新規事業は 池田　隆興 14

東広島市の未来の街づくりはどのようなもの 竹川　秀明 15

統治機構を考える―官僚主導は無責任体制― 宮川　誠子 1₇

市民の幸福実現を目指す組織とは 宮川　誠子 1₇

下水道料金徴収状況とその取り組み 加根　佳基 1８

環境・衛生 ガス化溶融炉って大丈夫？ＰａｒｔⅡ 高橋　典弘 ₇

ライフライン（ゴミ・し尿処理）を死守する 大谷　忠幸 ２0

福祉・保健・
医療

放課後児童クラブの時間と学年を延長して！ 谷　　晴美 10

レセプト・健康情報等のデータヘルス計画は 竹川　秀明 15

産業・観光・
雇用

農業施策 中平　好昭 9

里山・水等環境保全 中平　好昭 9

ＴＰＰ！命より大企業の利益優先明確に反対を 谷　　晴美 10

「酒都・西条」について考えてみよう 下村　昭治 13

減反見直しによる耕作放棄地の拡大を憂う 下村　昭治 13

産業団地 下村　昭治 13

本市の産業の活性化は 池田　隆興 14

有害鳥獣対策として食肉加工センター設置は？ 宮川　誠子 1₇



平成２5年第 ４回定例会　一般質問
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■質問一覧（掲載分）

分　　野 質　問　項　目 質問議員 掲　載
ページ

都市づくり 八本松駅前区画整理事業の進捗 大江　弘康 ６

西条第 ２地区まちづくり 小川　宏子 ８

寺家新駅周辺のまちづくり 小川　宏子 ８

暮らしに欠かせない地域公共交通 赤木　達男 1２

「市民福祉の向上」が交通政策の根本思想 赤木　達男 1２

乗る人の意見は必須、乗らない人の意見も必要 赤木　達男 1２

増え続ける空き家の利活用と倒壊家屋の対策は 竹川　秀明 15

東広島向原線の現状と今後の見通し 早志　美男 1６

福富バイパスの今後の事業進捗 早志　美男 1６

下水道事務事業 加根　佳基 1８

ライフライン（上水）を死守する 大谷　忠幸 ２0

ライフライン（下水汚泥処理）を死守する 大谷　忠幸 ２0

教育・生涯学習・
人権

寺西小学校等 小川　宏子 ８

道徳教育で日本人の功績や誇りを子ども達へ 平岡　　毅 19

東広島市立美術館の移転や建て替えの計画は 平岡　　毅 19

防災・安全 大規模な民間建物の耐震診断 大江　弘康 ６

避難情報は公が責任をもって無償配布して！ 谷　　晴美 10

防犯・防災対策のために屋外放送の存続を！ 池田　隆興 14

火災予防対策 加根　佳基 1８

広報公聴・
交流その他 高美が丘学区住民自治協議会の円満解決を 平岡　　毅 19
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質
問
者
：
大お

お 

江え 

弘ひ
ろ 

康や
す

（
威
信
会
）

八
本
松
駅
前
区
画

　
整
理
事
業
の

　
　
進
捗
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

八
本
松
駅
前
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
、
地
元
地
域
は
、
早

期
の
実
現
を
期
待
し
て
い
る
が
、

多
額
な
予
算
を
伴
う
大
規
模
な
事

業
を
行
う
こ
と
は
、
本
当
に
可
能

な
の
か
。
他
市
で
は
、
事
業
縮
小

も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
八
本

松
駅
前
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て

も
、
事
業
実
現
の
た
め
に
は
、
社

会
情
勢
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
も

必
要
で
は
な
い
の
か
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

八
本
松
駅
前
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
も
、
周
辺
地
域
の
発
展
の

た
め
に
も
、
土
地
区
画
整
理
事
業

は
重
要
で
あ
り
、
社
会
情
勢
や
財

政
状
況
等
、
市
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
な
か
で
、

一
刻
も
早
く
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
、
事
業
区
域
の
見
直
し
を

含
め
た
抜
本
的
な
検
討
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
協
議
を

重
ね
、
早
急
に
最
終
的
な
事
業
計

画
書
を
作
成
し
、
年
度
内
に
は
、

お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
た
い
。
説

明
会
等
に
よ
り
、
地
元
の
皆
様
の

御
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
必

要
な
法
手
続
を
行
い
、
早
急
に
事

業
に
着
手
し
て
ま
い
り
た
い
。

八本松駅前

大
規
模
な
民
間
建
物
の

　
耐
震
診
断
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

改
正
さ
れ
た
建
物
耐
震
改
修
促

進
法
の
適
用
と
な
る
も
の
は
、
昭

和
5６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
不
特

定
多
数
の
人
々
が
集
ま
る
施
設
で
、

一
定
規
模
の
大
き
さ
の
建
物
だ
が
、

３
年
以
内
に
耐
震
診
断
と
、
必
要

に
応
じ
て
耐
震
改
修
を
行
う
こ
と

が
義
務
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

建
物
規
模
に
よ
っ
て
は
、
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
に
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
る
が
、
こ
の
規
定
に
該

当
す
る
建
物
は
市
内
に
ど
れ
ぐ
ら

い
あ
る
の
か
。
ま
た
市
と
し
て
補
助

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
光
平
建
築
統
括
官

　

本
市
で
把
握
し
て
い
る
民
間
の

要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建
築
物

は
２
施
設
で
あ
る
。
こ
の
２
施
設

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
個
別
に
訪

問
し
、
法
改
正
の
概
要
や
耐
震
診

断
の
義
務
化
、
必
要
性
等
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
、
早
期
に
耐
震
診

断
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
、
耐
震
診
断
を
実
施
す

る
場
合
の
補
助
制
度
だ
が
、国
は
、

耐
震
対
策
緊
急
促
進
事
業
と
し
て

補
助
制
度
を
創
設
し
た
。
こ
の
補

助
制
度
は
、
国
が
一
定
の
割
合
で

建
築
物
の
所
有
者
に
対
し
、
直
接

補
助
す
る
も
の
だ
が
、
地
方
自
治

体
の
補
助
制
度
に
よ
っ
て
国
の
補

助
額
が
拡
充
さ
れ
る
制
度
と
な
っ

て
お
り
、
本
市
と
し
て
は
、
不
特

定
多
数
の
方
が
利
用
さ
れ
る
大
規

模
建
築
物
で
も
あ
り
、
耐
震
化
の

緊
急
性
、
重
要
性
も
高
い
こ
と
か

ら
、
所
有
者
が
国
の
補
助
制
度
を

最
大
限
に
活
用
し
、
耐
震
診
断
を

早
期
に
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
現
在
、
広
島
県
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
補
助
制
度
の
創
設

に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。
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質
問
者
：
高た

か 

橋は
し 

典の
り 

弘ひ
ろ

（
新
風
２1
）

住民自治協議会設立パンフレット

藏
田
市
長
の

　
三
期
目
出
馬
の

　
　
意
向
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

自
治
体
の
経
営
手
腕
が
要
求
さ

れ
、
自
治
体
間
競
争
は
激
化
す
る

と
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

藏
田
市
政
の
検
証
と
、
今
後
の
市

政
運
営
及
び
東
広
島
市
政
に
対
す

る
責
任
と
意
欲
を
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

激
動
か
つ
厳
し
い
時
期
で
あ
っ

た
が
、
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、
自

主
・
自
立
型
の
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
具
体
的
に
進
め
る
た

め
、
総
合
計
画
で
掲
げ
た
施
策
を

推
進
し
て
き
た
。

　

社
会
情
勢
は
日
々
刻
々
と
変
化

し
て
い
る
。
動
向
を
注
視
し
、
市

政
運
営
を
行
い
、
日
本
一
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
目
標
を
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
る
た
め
、
初
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
不
退
転
の
覚

悟
で
市
の
発
展
に
尽
く
し
た
い
。

本
市
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

明
確
に
！

【
質
問
】

　

本
市
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
推
進
す
る
施
策

は
何
で
あ
り
、
具
体
的
に
策
定
し

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
過
去
に
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
し
、

事
業
展
開
し
た
経
緯
は
あ
る
か
。

【
答
弁
】
前
藤
企
画
振
興
部
長

　

成
長
戦
略
基
本
方
針
に
基
づ
く

取
り
組
み
と
、
環
境
未
来
都
市
の

取
り
組
み
が
、
本
市
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
相
当
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
旧
自
治
省
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し

て
、
憩
い
の
森
を
整
備
し
た
が
、

市
と
し
て
、
総
合
計
画
の
み
な
ら

ず
、
本
市
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
言
え
る
成
長
戦

略
基
本
方
針
や
環
境
未
来
都
市
の

取
り
組
み
を
全
庁
的
に
共
有
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
、
民
間
活
力

の
活
用
も
含
め
、
分
野
横
断
的
に

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
相
乗
効

果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
施
策
展

開
を
、
引
き
続
き
進
め
た
い
。

リーディングプロジェクトとは

　基本的構想の実現に向けて基本
計画全体をリーディングする（先
頭に立って導く）誘導的なプロ
ジェクト事業のことです。

ガ
ス
化
溶
融
炉
っ
て

大
丈
夫
？
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ

【
質
問
】

　

焼
却
炉
方
式
（
ス
ト
ー
カ
系
と

溶
融
炉
系
）
の
比
較
検
証
、ま
た
、

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど

総
合
評
価
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
な
ど
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

民
間
活
用
可
能
な
選
定
と
な
ら
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
ど
う
か
。

【
答
弁
】
槇
原
副
市
長

　

焼
却
方
式
の
比
較
検
証
を
広
島

中
央
環
境
衛
生
組
合
で
は
、
新
ご

み
処
理
施
設
技
術
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
学
識
的
見
地
及
び
市
民

目
線
で
検
証
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
よ
り
安
価
で
、
安
全
・

安
心
が
確
保
さ
れ
た
処
理
シ
ス
テ

ム
に
な
る
よ
う
に
、
処
理
方
式
・

事
業
方
式
の
総
合
的
な
評
価
、
ま

た
、
民
間
活
用
に
関
し
て
も
他
の

方
式
と
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
の
比
較
検
証
を
技
術
検
討
委
員

会
に
お
い
て
、
調
査
及
び
検
証
評

価
を
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。



市議会だより　第160号（平成26年3月1日発行）❽

寺家新駅写真

寺西小学校

質
問
者
：
小お 

川が
わ 

宏ひ
ろ 

子こ

（
公
明
党
）

西
条
第
２
地
区

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

寺
家
地
区
の
人
口
は
、
10
年
間

で
１
・
５
倍
に
増
加
し
、
平
成
２0

年
10
月
よ
り
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
発
足
し
協
議
さ
れ
て
い
る
が
、

①
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
め

方
、
②
西
条
中
央
巡
回
線
の
進
捗

状
況
、
③
浸
水
対
策
に
つ
い
て
問

う
。

【
答
弁
】
城
信
副
市
長

　

①
協
議
会
に
お
い
て
は
、
地
区

内
の
現
状
と
課
題
の
抽
出
、
区
画

道
路
や
建
築
物
の
ル
ー
ル
等
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
市
の
調
査
結

果
と
協
議
会
で
の
検
討
結
果
を
踏

ま
え
た
地
区
計
画
道
路
の
配
置
案

を
、
本
年
10
月
に
承
認
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
地
権
者
に
配
置
案
の

説
明
を
行
い
、
合
意
形
成
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　

②
計
画
全
延
長
６
，
８
７
０
ｍ

の
う
ち
整
備
済
み
は
５
，
４
２
０

ｍ
で
、
約
79
％
の
進
捗
と
な
っ
て

い
る
。

　

③
西
条
中
央
巡
回
線
の
設
計
に

合
わ
せ
、
バ
イ
パ
ス
水
路
の
設
計

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
関
係
機

関
と
の
協
議
を
進
め
、
設
置
工
事

に
着
手
し
た
い
。

寺
家
新
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

①
寺
家
新
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
、
②

新
駅
設
置
の
見
通
し
に
つ
い
て
問

う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

①
寺
家
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
に
お
い
て
は
、
現
在
全
体
区
域

約
10
・
８
ｈ
ａ
の
う
ち
約
１
・
４

ｈ
ａ
が
完
了
し
て
お
り
、
平
成
28

年
度
末
に
は
造
成
工
事
が
完
成
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

②
駅
舎
・
自
由
通
路
の
概
略
設

計
を
基
に
周
辺
人
口
の
動
向
を
基

に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
広
島
支
社
と
協

議
を
進
め
て
お
り
、
現
在
は
よ
り

詳
細
な
設
計
や
電
力
・
通
信
設
備

設
計
等
を
行
っ
て
い
る
。

寺
西
小
学
校
等
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

寺
西
小
学
校
の
児
童
数
は
10
年

間
で
２
倍
以
上
、
約
１
，
２
０
０

人
と
な
っ
た
。
①
教
育
環
境
整
備

の
た
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
の
現
状

と
見
通
し
、
②
（
仮
称
）
寺
西
第

２
小
学
校
新
設
の
取
り
組
み
状
況

と
開
校
の
予
定
を
問
う
。

【
答
弁
】
増
田
学
校
教
育
部
長

　

①
現
地
調
査
の
了
解
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
10
月
に
測
量
調
査
に

着
手
し
た
。
現
在
概
略
設
計
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
地
元
説
明

会
を
開
催
し
協
議
し
た
後
に
用
地

取
得
を
進
め
て
い
く
。

　

②
昨
年
度
末
に
公
表
し
た
３
つ

の
候
補
地
に
つ
い
て
、
今
年
度
詳

細
な
検
討
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
形

状
が
不
整
形
で
校
舎
等
の
建
物
を

配
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
判
明
し
た
。
ま
た
学
校

区
の
設
定
に
お
い
て
も
課
題
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
、
建
設
予
定
地
を

見
直
す
こ
と
と
し
た
。
現
在
、
３

候
補
地
以
外
の
土
地
も
含
め
検
討

を
行
っ
て
い
る
。



平成２5年第 ４回定例会　一般質問

❾ 市議会だより　第160号（平成26年3月1日発行）
カキいかだ

市民協働まちづくり指針と行動計画

質
問
者
：
中な

か 

平ひ
ら 

好よ
し 

昭あ
き

（
合
志
会
）

行
政
の
効
率
化
の

　
　
推
進
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

こ
れ
か
ら
は
、
行
政
依
存
体
質

か
ら
の
脱
却
が
必
要
で
あ
る
。
千

葉
市
で
は
、
市
民
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、

市
民
が
写
真
レ
ポ
ー
ト
等
を
投
稿

し
、早
期
に
問
題
解
決
を
図
る「
ち

ば
市
民
協
働
実
証
実
験
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
本
市
も
自
助
・
共

助
・
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

上
で
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
の

所
見
を
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長・前
藤
企
画
振
興
部
長

　

地
域
と
行
政
、
地
域
と
そ
の
他

の
多
様
な
主
体
が
連
携
し
て
協
働

を
進
め
る
た
め
に
、
住
民
自
治
協

議
会
の
構
築
を
重
点
事
業
と
し
て

設
立
を
支
援
し
て
き
た
。
今
後
も

住
民
自
治
協
議
会
の
み
な
ら
ず
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
市
民
団
体
の
活
性

化
も
進
め
、
相
互
の
連
携
を
促
進

し
て
い
き
た
い
。
千
葉
市
の
実
証

実
験
で
は
、
市
民
の
ま
ち
を
見
る

意
識
の
変
化
な
ど
、
こ
の
実
験
の

初
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
、
有
効

性
が
確
認
で
き
た
と
総
括
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
先
進
的
取
り

組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
幅
広

い
取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

農
業
施
策
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

国
は
、
減
反
政
策
の
廃
止
を
決

定
し
た
が
、
耕
作
地
を
、
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
酒
都

西
条
を
掲
げ
る
本
市
の
取
り
組
み

と
し
て
、
農
業
者
、
酒
造
会
社
、

行
政
等
が
一
体
と
な
り
、
酒
米
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
そ
の
た
め
の
支
援
、
助
成

を
今
ま
で
以
上
に
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
を
問
う
。

【
答
弁
】
田
阪
産
業
部
長

　

造
賀
地
区
で
は
、
生
産
者
や
市

内
の
酒
造
会
社
、
Ｊ
Ａ
、
県
、
市

等
に
よ
る
酒
米
栽
培
推
進
協
議
会

を
設
置
し
、
栽
培
技
術
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
こ
の
協
議
会
へ
の
支

援
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
酒
米
利

用
に
つ
い
て
の
酒
造
会
社
へ
の
Ｐ

Ｒ
活
動
や
、
日
本
酒
の
消
費
拡
大

の
取
り
組
み
な
ど
の
活
動
を
引
き

続
き
支
援
し
て
、
酒
米
の
生
産
拡

大
を
進
め
た
い
。

里
山
・
水
等

環
境
保
全
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

養
殖
カ
キ
の
カ
キ
い
か
だ
に

は
、
孟
宗
竹
が
年
間
約
一
万
本
、

約
１
千
万
円
か
か
る
。

　

市
内
に
は
竹
林
が
多
く
、
地
域

の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
結
集
し
、
竹
林

の
整
備
、
孟
宗
竹
の
育
成
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
収
入

源
に
も
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
町

単
位
で
竹
の
残
材
を
始
末
す
る

チ
ッ
パ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
等
の
貸
し

出
し
を
し
た
ら
、
地
域
で
環
境
整

備
の
取
り
組
み
が
行
え
る
と
思
う

が
、こ
れ
に
対
す
る
所
見
を
問
う
。

【
答
弁
】
田
阪
産
業
部
長

　

現
在
、
竹
林
の
繁
茂
防
止
策
に

伴
う
伐
採
後
の
処
理
等
に
つ
い
て

市
民
か
ら
の
相
談
に
は
、
西
条
・

山
と
水
の
環
境
機
構
の
粉
砕
機
の

貸
し
出
し
事
業
を
案
内
し
て
い

る
。
そ
の
状
況
を
勘
案
し
、
今
後

の
支
援
策
等
を
検
討
し
て
い
く
。



市議会だより　第160号（平成26年3月1日発行）❿

河内西いききこどもクラブ

緊急告知ラジオ

質
問
者
：
谷た

に 

　 

晴は
る 

美み

（
日
本
共
産
党
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
！
命
よ
り

大
企
業
の
利
益
優
先

明
確
に
反
対
を

【
質
問
】

　

国
の
減
反
政
策
の
廃
止
に
よ
る

今
後
の
影
響
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
や
農
民
連
か
ら
陳

情
も
出
て
い
る
よ
う
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
断
固
反
対
の
宣
言
を
出
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

本
市
の
農
業
構
造
を
踏
ま
え
る

と
、
拡
充
さ
れ
る
補
助
制
度
を
有

効
に
活
用
す
る
取
り
組
み
を
推
進

し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
米
の

直
接
支
払
交
付
金
の
影
響
は
大
き

い
と
認
識
す
る
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、

反
対
す
る
の
で
は
な
く
、
農
業
分

野
に
対
す
る
施
策
展
望
と
財
源
確

保
に
よ
る
環
境
整
備
を
国
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

避
難
情
報
は

公
が
責
任
を
も
っ
て

無
償
配
布
し
て
！

【
質
問
】

　

県
の
防
災
計
画
改
定
に
伴
う
本

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
反
映

や
配
布
は
い
つ
か
。
ま
た
、
防
災

情
報
は
既
存
の
機
器
で
対
応
出
来

る
と
こ
ろ
は
そ
れ
を
使
用
し
、
そ

れ
以
外
の
地
域
に
は
緊
急
告
知
ラ

ジ
オ
を
全
世
帯
に
無
償
で
支
給
す

る
必
要
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
松
尾
総
務
部
長

　

広
島
県
が
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
等
に
よ
る
被
害
想
定
を
示
し

た
こ
と
か
ら
、
避
難
所
の
位
置
を

明
記
す
る
予
定
で
、
今
年
度
末
ま

で
に
は
各
家
庭
へ
配
布
し
た
い
。

ま
た
、
既
存
の
防
災
行
政
無
線
設

備
は
今
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
す

る
方
針
だ
が
、
屋
外
拡
声
器
は
一

部
改
良
し
有
効
活
用
す
る
。
緊
急

告
知
ラ
ジ
オ
は
、
財
源
に
制
約
が

あ
る
た
め
、
災
害
弱
者
に
配
慮
し

た
制
度
と
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

　
時
間
と
学
年
を

　
　
　
延
長
し
て
！

【
質
問
】

　

国
は
昨
年
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
対
象
学
年
を
６
年
生
ま
で
に

引
き
上
げ
た
が
、
河
内
西
い
き
い

き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
な
ど
は
、
お
金

を
か
け
な
く
て
も
対
象
学
年
の
引

き
上
げ
が
対
応
可
能
な
は
ず
で
あ

る
が
、
見
解
を
問
う
。

　

ま
た
、
学
校
か
ら
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
ま
で
の
送
迎
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
結
果
へ
の
対
応

と
、
今
後
の
予
定
を
問
う
。

【
答
弁
】
和
田
福
祉
部
長

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
実
施
予
定

の
新
制
度
で
は
、
対
象
学
年
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
た
め
、
現
在
は

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
で
議
論
し
、
ク
ラ
ブ

の
運
営
方
針
を
決
定
し
た
い
。
な

お
、
今
回
の
調
査
は
、
広
く
市
民

に
公
表
す
る
。

　

ま
た
、
学
校
の
敷
地
外
に
ク
ラ

ブ
が
あ
り
、
通
過
交
通
が
多
い
場

合
な
ど
は
迎
え
を
行
っ
て
い
る
が

引
き
続
き
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

　

次
に
、
開
所
時
間
な
ど
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
ク
ラ
ブ

の
運
営
に
係
る
検
討
資
料
と
し
て

お
願
い
し
た
が
、こ
の
結
果
で
は
、

時
間
延
長
を
希
望
し
て
い
る
と
い

う
結
果
が
あ
り
、
一
部
の
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
、
試
験
的
に
開
設
時
間

を
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。
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将
来
に
亘
っ
て

持
続
可
能
な

公
共
施
設
の
体
系
を

【
質
問
】

　

老
朽
化
が
進
む
市
有
施
設
に
お

け
る
維
持
管
理
費
用
の
負
担
は
、

今
後
市
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
は
「
あ
れ

も
こ
れ
も
必
要
」
と
す
る
姿
勢
か

ら
、「
あ
れ
か
こ
れ
か
を
選
択
す

る
」
と
い
う
選
択
と
集
中
の
時
代

に
入
っ
て
い
る
が
、考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

大
量
の
公
共
施
設
が
間
も
な
く

更
新
時
期
を
迎
え
る
問
題
は
、
全

庁
的
に
強
い
危
機
意
識
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
解
決

に
向
け
て
市
長
の
強
い
意
志
の
も

と
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
公
共
施
設
の

体
系
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
な
が

ら
、
今
後
の
人
口
の
動
向
や
財
政

質
問
者
：
石い

し 

原は
ら 

賢け
ん 

治じ

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

の
見
通
し
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、

総
量
の
削
減
に
向
け
て
具
体
的
な

数
値
目
標
を
示
し
て
、
市
民
の
皆

様
と
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

低
・
未
利
用
地
の

　
売
却
等
を
含
め
た

有
効
活
用
を

【
質
問
】

　

地
方
財
政
の
厳
し
い
状
況
を
背

景
に
、
地
方
公
共
団
体
で
は
財
政

健
全
化
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、

財
務
書
類
の
作
成
・
活
用
等
を
通

じ
て
資
産
・
債
務
に
関
す
る
情
報

開
示
と
適
正
な
管
理
を
進
め
、
未

利
用
財
産
の
売
却
促
進
や
資
産
の

有
効
活
用
を
内
容
と
す
る
資
産
・

債
務
改
革
の
方
向
性
と
具
体
的
な

施
策
を
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
石
丸
財
務
部
長

　

資
産
台
帳
を
整
理
し
、
庁
内
に

お
い
て
情
報
を
共
有
し
保
有
継
続

か
売
却
か
を
見
き
わ
め
、
売
却
の

基
本
的
な
考
え
方
も
明
確
に
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
は
、
行
政
財
産
、

普
通
財
産
を
問
わ
ず
、
真
に
必
要

な
も
の
の
み
を
保
有
し
て
い
く
と

い
う
考
え
方
に
立
ち
、
資
産
の
保

有
・
利
用
に
つ
い
て
は
、
全
庁
が

共
通
の
視
点
を
持
っ
て
見
き
わ

め
、
国
や
他
の
先
進
自
治
体
の
資

産
改
革
、
先
行
事
例
な
ど
を
参
考

に
し
つ
つ
、
基
本
方
針
の
策
定
も

含
め
、
取
り
組
み
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

　
待
遇
改
善
と

　
　
雇
用
安
定
を

【
質
問
】

　

本
市
が
任
用
す
る
臨
時
・
非
常

勤
職
員
は
、
重
要
な
人
材
・
戦
力

で
あ
り
引
続
き
強
い
意
欲
と
高
度

な
知
識
・
能
力
を
持
ち
、
そ
の
能

力
が
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
な

取
り
組
み
や
環
境
づ
く
り
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
が
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
松
尾
総
務
部
長

　

全
て
の
処
遇
を
正
規
職
員
と
同

等
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
任
用
形

態
等
か
ら
も
困
難
で
あ
り
、
一
時

金
に
つ
い
て
も
法
的
に
困
難
で
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
経
験

給
に
つ
い
て
は
、
人
材
確
保
や
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
観
点
か

ら
、
運
用
上
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
含
め
、
そ
の
効
果
等
に

つ
い
て
慎
重
に
見
き
わ
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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都市交通マスタープラン

質
問
者
：
赤あ

か 

木ぎ 

達た
つ 

男お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

地
域
公
共
交
通

【
質
問
】

　

交
通
は
、
日
常
生
活
と
社
会
活

動
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
衣
食
住
は
人
間
の
命
を
維
持

す
る
た
め
の
必
須
条
件
だ
が
、
交

通
も
、
豊
か
で
安
心
・
安
全
な
生

活
を
営
む
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
手
段
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
将
来
の
公
共
交
通
を

考
え
る
際
に
具
体
的
な
施
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は

交
通
施
策
に
関
す
る
最
上
位
計
画

で
、
都
市
交
通
の
基
本
的
な
指
針

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
総

合
交
通
戦
略
に
お
い
て
具
体
的
に

検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
点
事

業
や
詳
細
な
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に

な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

「
市
民
福
祉
の
向
上
」が

交
通
政
策
の
根
本
思
想

【
質
問
】

　

市
の
目
指
す
公
共
交
通
は
、
公

益
事
業
と
し
て
、
市
民
福
祉
の
観

点
か
ら
市
民
の
誰
も
が
必
要
な
と

き
に
必
要
な
場
所
へ
障
壁
な
く
移

動
で
き
る
移
動
権
を
保
障
す
る
と

い
う
基
本
思
想
に
立
っ
て
い
る
の

か
、
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

交
通
政
策
基
本
法
に
は
、「
国

民
等
の
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活

に
お
け
る
交
通
に
対
す
る
基
本
的

な
需
要
が
適
切
に
充
足
さ
れ
る
」

と
あ
り
、
都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
は
、
基
本
理
念
と
し
て
日

常
生
活
を
支
え
る
交
通
を
掲
げ
、

誰
も
が
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
が

で
き
る
移
動
環
境
の
構
築
を
目
指

す
と
し
て
お
り
、本
プ
ラ
ン
に
も
、

住
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
側
面
が

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

乗
る
人
の
意
見
は
必
須
︑

乗
ら
な
い
人
の
意
見
も
必
要

【
質
問
】

　

都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

中
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
強

調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に

し
っ
か
り
と
、
専
ら
公
共
交
通
機

関
に
移
動
手
段
を
頼
っ
て
い
る
、

そ
う
し
た
市
民
、
日
々
の
交
通
労

働
に
携
わ
る
運
転
手
さ
ん
、
あ
る

い
は
、
顧
客
や
患
者
さ
ん
を
通
し

て
、
間
接
的
な
利
用
者
で
あ
る
病

院
や
商
業
施
設
な
ど
の
事
業
者
、

住
民
自
治
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

を
加
え
、
地
域
公
共
交
通
に
関
す

る
協
議
、
調
整
を
す
る
フ
レ
ー
ム

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
考
え
を
問

う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展

開
し
、
公
共
交
通
を
維
持
・
確
保

し
て
い
く
上
で
、
利
用
者
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
へ
の
参
画
は
欠
く

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を

認
識
し
て
お
り
、
住
民
自
治
協
議

会
を
初
め
と
し
て
、
各
種
の
事
業

ご
と
に
参
画
の
あ
り
方
を
工
夫
し

な
が
ら
、利
用
者
の
声
を
傾
聴
し
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
機
能
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
利
用
者
の
皆
様
方
の
側
に
お

い
て
も
、
地
域
の
交
通
を
み
ず
か

ら
育
て
、
守
っ
て
い
く
と
い
う
意

識
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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酒蔵煙突の見える街並み

質
問
者
：
下し

も 

村む
ら 

昭し
ょ
う 

治じ

（
五
月
会
）

「
酒
都・西
条
」に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う

【
質
問
】

　

①
西
条
の
酒
づ
く
り
は
、
豊
富

な
地
下
水
に
よ
っ
て
延
々
と
続
い

て
き
た
が
、
こ
の
地
下
水
の
保
存

に
つ
い
て
、
②
三
大
銘
醸
地
の
中

で
も
煙
突
の
あ
る
風
景
と
い
う
の

は
西
条
だ
け
だ
が
、
こ
の
保
存
に

つ
い
て
、
③
酒
蔵
通
り
玄
関
口
に

あ
る
訴
訟
の
説
明
看
板
に
つ
い

て
、
景
観
と
し
て
、
ま
た
、
屋
根

瓦
等
の
落
下
の
可
能
性
に
よ
り
歩

行
者
の
安
心
・
安
全
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、
以
上
①

～
③
の
見
解
を
問
う
。

【
答
弁
】
城
信
副
市
長

　

①
東
広
島
市
環
境
基
本
計
画
で

は
、
健
全
な
水
循
環
の
確
保
と
水

資
源
の
有
効
活
用
を
目
指
す
。
ま

た
、
環
境
学
習
を
広
げ
る
啓
発
を

進
め
、
市
民
の
地
下
水
脈
を
保
全

す
る
機
運
を
高
め
て
ま
い
り
た

い
。
②
中
・
長
期
的
な
取
り
組
み

と
し
て
景
観
を
維
持
し
て
い
く
た

め
の
国
の
支
援
制
度
等
を
活
用
し

な
が
ら
各
種
方
策
や
合
意
形
成
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
③
当
該
看

板
に
つ
い
て
、
法
的
根
拠
も
な

く
、
撤
去
や
遮
へ
い
等
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
屋

根
瓦
の
落
下
が
心
配
さ
れ
る
箇
所

に
つ
い
て
、
所
有
者
に
対
し
安
全

対
策
を
講
じ
る
よ
う
協
議
を
行
っ

て
き
た
が
、
応
じ
て
い
た
だ
け
な

い
た
め
、
歩
行
者
等
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
、
道
路
内
に
ネ
ッ

ト
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
予
定
と

し
て
い
る
。

減
反
見
直
し
に
よ
る

　
耕
作
放
棄
地
の

拡
大
を
憂
う

【
質
問
】

　

志
和
町
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
あ
り
、
百
万
人
口
の
都
市
に

30
分
で
行
け
る
と
い
う
利
便
性
も

あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
市
民

農
園
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
田
阪
産
業
部
長

　

市
民
農
園
の
ほ
と
ん
ど
が
民
間

に
よ
り
整
備
さ
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
企
業
な
ど
に
よ
る
開
設

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

集
落
法
人
に
よ
り
新
た
な
市
民
農

園
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
動
き
も

あ
る
や
に
聞
い
て
お
り
、
継
続
し

て
運
営
で
き
る
体
制
の
整
っ
た
団

体
等
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

産
業
団
地
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

未
稼
働
産
業
団
地
の
状
況
と
、

吉
川
工
業
団
地
北
地
区
の
こ
れ
か

ら
の
計
画
を
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

現
在
の
公
営
の
産
業
団
地
の
分

譲
率
は
、
97
・
５
％
と
な
っ
て
お

り
分
譲
可
能
な
産
業
団
地
は
、
２

団
地
、
そ
れ
ぞ
れ
１
区
画
ず
つ
の

合
計
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
残
す
の
み

で
あ
る
。
企
業
立
地
の
受
け
皿
と

な
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
上

で
、
吉
川
工
業
団
地
北
地
区
の
団

地
造
成
に
つ
い
て
も
着
手
す
べ
き

時
期
が
到
来
し
た
も
の
と
認
識
し

て
お
り
、
現
在
、
早
期
の
着
手
に

向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
、
企
業

が
よ
り
立
地
し
や
す
い
団
地
と
す

る
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
具

体
的
な
調
整
作
業
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
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LED照明防犯灯

質
問
者
：
池い

け 

田だ 

隆た
か 

興お
き

（
合
志
会
）

新
年
度
予
算
編
成
の

基
本
方
針
と

新
規
事
業
は

【
質
問
】

　

新
年
度
予
算
編
成
の
中
で
、
①

本
市
の
財
政
見
通
し
と
②
藏
田
市

政
３
期
目
に
向
け
て
の
重
点
施
策

を
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

①
本
年
度
、
一
部
の
市
税
に
お

い
て
当
初
の
見
込
み
よ
り
若
干
増

加
の
兆
し
が
伺
え
る
。
国
の
経
済

対
策
等
が
企
業
経
営
に
一
定
の
好

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
要
因

と
考
え
ら
れ
る
が
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
普
通

交
付
税
が
一
本
算
定
に
移
行
す
る

平
成
32
年
以
降
、
毎
年
約
４0
億
円

規
模
の
縮
減
が
予
測
さ
れ
る
が
、

総
務
省
の
概
算
要
求
に
お
い
て

は
、
合
併
後
の
市
町
に
対
応
し
た

算
定
方
針
が
示
さ
れ
、
今
後
の
法

改
正
等
を
把
握
し
な
が
ら
財
政
見

通
し
を
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

②
医
療
体
制
の
強
化
、
子
育
て

環
境
の
充
実
、
企
業
誘
致
と
新
産

業
の
創
出
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
利
便
性
の
向
上
、
中
心
市
街
地

の
拠
点
機
能
の
強
化
、
地
域
情
報

化
の
推
進
の
６
項
目
を
重
点
項
目

に
定
め
て
い
る
。

本
市
の
産
業
の

　
　
　
活
性
化
は

【
質
問
】

　

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
・
コ
メ
の
減
反

政
策
の
廃
止
が
進
む
中
で
の
本
市

の
農
業
施
策
と
、
②
産
業
の
活
性

化
の
た
め
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

問
う
。

【
答
弁
】
槇
原
副
市
長

　

①
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
に

よ
り
荒
廃
農
地
が
増
え
る
懸
念
が

あ
り
、
市
独
自
の
荒
廃
農
地
の
防

止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
充
実
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

②
成
長
産
業
で
あ
る
医
療
・
健

康
関
連
分
野
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
分
野
、
新
た
な
加
工
技
術
を

持
っ
た
製
造
業
な
ど
を
中
心
と
し

て
誘
致
活
動
に
取
り
組
む
。

防
犯・防
災
対
策
の
た
め
に

　
屋
外
放
送
の
存
続
を
！

【
質
問
】

　

①
平
成
２６
年
３
月
末
に
廃
止
さ

れ
る
屋
外
行
政
無
線
の
存
続
と
②

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
を
問

う
。

【
答
弁
】
松
尾
総
務
部
長

　

①
ア
ナ
ロ
グ
式
防
災
行
政
無
線

は
、
古
い
も
の
は
、
耐
用
年
数
も

相
当
超
過
し
、
故
障
等
に
よ
り
毎

年
度
相
応
の
経
費
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
交
換
す
る
部
品
が
な
い

な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の
運
用

が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

②
市
全
域
の
防
犯
灯
１
万
４
千

６
百
基
の
う
ち
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た

も
の
は
、
10
月
末
時
点
で
６
千
３

百
４４
基
と
な
り
、
進
捗
率
は
約

４3
％
で
あ
る
。
平
成
2４
年
度
か
ら

５
カ
年
計
画
で
老
朽
化
や
球
切
れ

に
合
わ
せ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
器
具
交

換
を
進
め
て
お
り
、
予
定
を
上
回

る
進
捗
率
と
な
っ
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問
項
目　

＝　

事
務
の
執
行
体
制
に
つ
い
て

寺家地区産業団地予定地
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中心市街地活性化計画

質
問
者
：
竹た

け 

川が
わ 

秀ひ
で 

明あ
き

（
公
明
党
）

東
広
島
市
の

未
来
の
街
づ
く
り
は

ど
の
よ
う
な
も
の

【
質
問
】

　

広
島
県
、
中
・
四
国
か
ら
見
た

東
広
島
市
の
立
ち
位
置
に
つ
い

て
、
ま
た
、
産
業
、
経
済
、
医
療
、

学
術
研
究
拠
点
の
視
点
か
ら
、
現

状
及
び
展
望
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

本
市
は
、
賀
茂
学
園
都
市
建
設

と
広
島
中
央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
建

設
の
推
進
に
よ
り
、
広
島
中
央
圏

域
及
び
広
島
県
全
体
の
発
展
を
牽

引
し
て
き
た
。
さ
ら
な
る
定
住
人

口
の
増
加
に
向
け
て
、
医
療
体
制

の
強
化
、
子
育
て
環
境
の
充
実
、

企
業
誘
致
と
新
産
業
の
創
出
、
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
便
性
の
向

上
、
そ
し
て
、
中
心
市
街
地
の
拠

点
機
能
の
強
化
、
地
域
情
報
化
の

推
進
な
ど
の
施
策
を
推
進
し
な
が

ら
、
本
市
の
特
徴
や
魅
力
あ
る
地

域
資
源
な
ど
も
最
大
限
活
用
す
る

こ
と
で
、
市
民
生
活
の
質
的
な
向

上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

レ
セ
プ
ト
・

健
康
情
報
等
の

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
は

【
質
問
】

　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
、
レ
セ

プ
ト
と
健
康
診
断
情
報
等
を
活
用

し
、
保
健
事
業
を
効
果
的
に
実
施

し
て
い
く
も
の
だ
が
、
健
保
組
合

等
と
の
連
携
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
推
奨
事
業
の
効
果
と
展
開
に

つ
い
て
、
ま
た
具
体
的
な
医
療
費

適
正
化
の
効
果
な
ど
の
現
状
と
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
弁
】
和
田
福
祉
部
長

　

保
険
者
協
議
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
等

に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉

え
、
積
極
的
な
普
及
・
啓
発
活
動

を
実
施
す
る
。
ま
た
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
差
額
通
知
を
、
今
年

度
か
ら
調
剤
レ
セ
プ
ト
に
加
え
、

医
科
レ
セ
プ
ト
ま
で
拡
大
し
て
い

る
。
ま
た
今
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
透
析
移
行
等
重
症
化
防
止
対

策
な
ど
、
効
果
的
な
保
健
事
業
を

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

増
え
続
け
る
空
き
家
の

利
活
用
と
倒
壊
家
屋
の

　
　
　
　
　
　
対
策
は

【
質
問
】

　

空
き
家
の
所
有
者
に
適
切
な
管

理
を
義
務
づ
け
、
状
況
が
改
善
さ

れ
な
い
場
合
、
市
が
改
善
指
導
や

勧
告
な
ど
を
行
い
、
従
わ
な
け
れ

ば
、
氏
名
と
空
き
家
の
住
所
を
公

表
す
る
と
い
う
条
例
に
対
す
る
本

市
の
見
解
を
問
う
。
ま
た
、
市
が

間
に
立
っ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
の
所
見

を
問
う
。　

【
答
弁
】
城
信
副
市
長

　

人
命
へ
の
影
響
が
極
め
て
大
き

い
倒
壊
な
ど
に
よ
る
被
害
に
特
化

し
た
条
例
は
、
行
政
指
導
に
従
わ

な
い
と
き
や
相
手
の
所
在
が
不
明

の
と
き
な
ど
に
、
被
害
防
止
の
た

め
の
必
要
最
小
限
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
危
険
回

避
の
有
効
な
手
段
と
考
え
て
い

る
。空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、

既
に
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
、
市
内
の
物
件
情
報
を
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
今
後

も
希
望
者
に
情
報
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
住
民
自
治
協
議
会
な
ど
を

通
じ
て
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
制
度

の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
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東広島向原線

瀬野川福富本郷線

質
問
者
：
早は

や 

志し 

美よ
し 

男お

（
東
広
島
い
ろ
は
会

）

東
広
島
向
原
線
の

現
状
と
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て

【
質
問
】

　

現
状
は
、
目
に
見
え
て
進
ん
で

い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
工
事

の
進
捗
予
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
あ
と
何
年
ぐ
ら
い
か
か
る

予
定
な
の
か
。
早
急
に
事
業
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
及
び
今
後

の
事
業
の
見
通
し
に
つ
い
て
問

う
。

【
答
弁
】
木
村
建
設
部
長

　

主
要
地
方
道
東
広
島
向
原
線
の

改
良
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
３

年
度
か
ら
広
島
県
が
用
地
取
得
に

着
手
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
事
務

移
譲
に
よ
り
東
広
島
市
が
改
築
事

業
を
受
託
し
、
広
島
県
の
計
画
に

基
づ
き
整
備
を
進
め
て
い
る
。
広

島
県
に
お
い
て
事
業
効
果
の
早
期

発
現
を
し
、
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る

べ
く
、
当
初
計
画
の
２
車
線
を

１
・
５
車
線
に
見
直
し
、
１
期
工

事
６
百
メ
ー
ト
ル
を
暫
定
供
用
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
取
得
済
み
と
な
っ
て
い

る
が
、
共
有
地
で
権
利
者
多
数
の

た
め
池
等
の
２
筆
に
つ
い
て
、
現

在
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

　

改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、
暫
定

区
間
の
６
百
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

３
百
メ
ー
ト
ル
が
ほ
ぼ
完
成
し
て

い
る
が
、
現
状
の
受
託
事
業
費
で

は
、
こ
の
６
百
メ
ー
ト
ル
の
部
分

の
供
用
ま
で
、
あ
と
２
年
程
度
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

福
富
バ
イ
パ
ス
の

今
後
の
事
業
進
捗

に
つ
い
て

【
質
問
】

　

福
富
ダ
ム
建
設
に
伴
う
協
議
の

際
に
造
賀
ま
で
の
開
通
が
約
束
事

業
と
し
て
決
ま
っ
て
い
た
が
、
そ

の
後
10
年
手
つ
か
ず
で
あ
り
話
そ

の
も
の
が
立
ち
消
え
に
な
っ
て
い

る
。「
や
ら
ん
」と
言
わ
な
い
、「
や

る
」
と
も
言
わ
な
い
生
殺
し
の
よ

う
な
状
態
で
あ
る
。
こ
の
現
状
の

中
で
、
今
後
見
込
ま
れ
る
事
業
進

捗
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

一
般
国
道
３
７
５
号
の
福
富
バ

イ
パ
ス
の
延
伸
に
つ
い
て
は
、
福

富
ダ
ム
の
建
設
時
の
約
束
事
業
で

あ
り
、
今
年
２
月
に
、
地
元
議
員

と
福
富
バ
イ
パ
ス
の
早
期
整
備
に

向
け
た
要
望
活
動
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
し
広
島
県
か
ら

は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
福
富
バ
イ

パ
ス
の
事
業
化
に
向
け
た
具
体
的

な
回
答
は
な
い
。
こ
れ
を
受
け
福

富
バ
イ
パ
ス
が
事
業
化
さ
れ
る
ま

で
の
当
面
の
措
置
と
し
て
、
福
富

バ
イ
パ
ス
を
補
完
す
る
主
要
地
方

道
瀬
野
川
福
富
本
郷
線
に
つ
い

て
、
地
域
の
安
全
・
安
心
な
生
活

環
境
の
向
上
を
図
る
目
的
と
し

て
、
福
富
中
学
校
の
通
学
路
と
し

て
の
歩
道
整
備
や
、
冬
季
の
積
雪

に
よ
り
交
通
の
支
障
と
な
る
縦

断
・
線
形
の
改
良
な
ど
の
対
策
を

講
じ
る
よ
う
地
元
議
員
か
ら
広
島

県
に
対
し
、
提
案
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

な
お
、
広
島
県
に
お
い
て
は
、

平
成
23
〜
26
年
度
の
４
年
間
に
お

け
る
広
島
県
道
路
整
備
計
画
を
策

定
し
て
い
る
が
、
本
整
備
計
画
に

は
当
該
路
線
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
期
道
路

整
備
計
画
に
ぜ
ひ
含
め
る
よ
う
、

現
在
、
広
島
県
と
協
議
調
整
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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捕獲された猪

質
問
者
：
宮み

や 

川か
わ 

誠や
す 

子こ

（
新
風
21
）

統
治
機
構
を
考
え
る

―
官
僚
主
導
は

　
　
無
責
任
体
制
―

【
質
問
】

　

日
本
の
統
治
機
構
の
基
礎
が
つ

く
ら
れ
た
の
は
、
明
治
維
新
に
よ

る
も
の
で
、
そ
れ
以
降
約
１
２
０

年
間
、
日
本
は
中
央
集
権
国
家
と

し
て
存
続
し
て
い
る
。
世
界
的
、

歴
史
的
な
視
点
か
ら
見
て
も
、
中

央
集
権
体
制
は
後
進
国
に
お
け
る

官
僚
独
裁
の
国
家
支
配
体
制
と
い

う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
官
僚
主

導
体
制
に
お
い
て
、
責
任
は
政
治

家
に
あ
る
が
、
実
質
的
な
権
限
は

官
僚
が
握
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
責

任
が
な
い
も
の
が
、
権
限
を
握
る

無
責
任
体
制
を
容
認
す
る
も
の
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

我
が
国
は
民
主
主
義
国
家
で
、

国
民
が
選
挙
を
通
じ
、
国
政
の
有

り
方
を
決
め
る
も
の
で
、
そ
の
上

で
、政
治
家
が
担
う
べ
き
も
の
と
、

官
僚
が
持
つ
専
門
性
と
が
、
適
切

に
役
割
を
持
ち
な
が
ら
補
完
し
合

い
、
国
民
の
期
待
に
応
え
、
責
任

を
果
た
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

市
民
の
幸
福
実
現
を

目
指
す
組
織
と
は

【
質
問
】

　

政
治
行
政
の
目
的
は
市
民
の
幸

福
を
追
求
す
る
か
、
民
衆
を
管
理

す
る
か
の
２
つ
の
方
向
が
あ
る

が
、
本
市
は
幸
福
を
追
求
す
る
側

に
軸
足
を
置
い
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
幸
福
実
現
を
目
指
す
組

織
に
す
る
に
は
、
保
身
に
走
る
の

で
は
な
く
、
勇
気
を
持
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
み
ず
か
ら
道
を
切
り

開
く
よ
う
な
職
員
が
評
価
さ
れ
る

組
織
体
制
の
構
築
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

市
民
の
幸
せ
の
実
現
が
政
治
で

あ
り
、
行
政
の
使
命
で
あ
る
。
そ

れ
を
前
提
に
、
適
切
に
法
や
制
度

に
よ
る
権
利
、
義
務
関
係
や
利
害

の
調
整
を
行
う
こ
と
も
、
政
治
、

行
政
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
。

　

ま
た
、
組
織
体
制
の
構
築
に
つ

い
て
は
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
職
員
の
自
主
性
の
２
つ
が
そ

ろ
っ
て
、人
材
育
成
は
も
と
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
改
革
・
改
善
が
進
む

と
考
え
る
。
引
き
続
き
、
戦
略
的

な
人
材
育
成
に
取
り
組
み
た
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て

食
肉
加
工

　
セ
ン
タ
ー
設
置
は
？

【
質
問
】

　

有
害
鳥
獣
は
捕
獲
し
個
体
数
が

減
少
し
な
け
れ
ば
、
根
本
的
な
解

決
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
食

肉
流
通
の
ル
ー
ト
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
需
要
が
増
え
、
捕

獲
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
の

で
、
食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
食
肉
と
し
て
流
通
さ
せ
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
田
阪
産
業
部
長

　

食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
加
工
し
販
売
す
る
仕
組
み
が

で
き
れ
ば
、
資
源
と
し
て
の
有
効

活
用
、
捕
獲
の
促
進
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
有
効
な
取
り
組

み
に
な
る
と
考
え
る
が
、
先
進
事

例
で
は
課
題
も
あ
る
た
め
、
関
係

団
体
な
ど
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、調
査
・
研
究
し
検
討
し
た
い
。
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火災報知機

下水道コンクール表彰式

火
災
予
防
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

①
事
業
所
及
び
一
般
住
宅
に
お

け
る
火
災
報
知
器
の
設
置
状
況
、

②
防
火
対
策
と
消
防
用
設
備
等
の

点
検
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
弁
】
米
田
消
防
局
長

　

①
消
防
法
に
基
づ
き
、
建
物
等

の
用
途
・
規
模
に
よ
り
建
築
時
に

設
置
の
要
・
不
要
の
審
査
を
行
っ

た
も
の
で
、
設
置
率
は
約
96
％
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
設
置
が
義

務
化
と
な
っ
た
一
般
住
宅
用
で

は
、
本
年
６
月
１
日
の
設
置
率
は

83
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

②
特
定
用
途
の
場
合
は
１
年
に

１
回
、
非
特
定
用
途
の
場
合
は
３

年
に
１
回
、
資
格
の
あ
る
者
に
設

備
を
点
検
さ
せ
そ
の
結
果
を
消
防

局
へ
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

義
務
が
あ
り
、
平
成
2４
年
は
２
，

６
９
７
件
を
受
理
し
て
い
る
。

質
問
者
：
加か 

根ね 

佳よ
し 

基き

（
公
明
党
）

下
水
道
事
務

　
　
事
業
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

①
法
定
検
査
に
お
け
る
設
置
状

況
の
把
握
、
②
検
査
受
検
率
向
上

を
目
指
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
問
う
。

【
答
弁
】
槇
原
副
市
長

　

①
浄
化
槽
法
で
は
、
法
定
検
査

を
全
て
の
浄
化
槽
に
対
し
て
義
務

づ
け
、
未
受
検
者
に
対
し
て
は
罰

則
規
定
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
た
め
台
帳
の
整
備
は
必
須
で
あ

る
。
現
在
約
２
万
千
基
が
登
録
さ

れ
て
お
り
、
保
守
点
検
や
清
掃
の

適
正
な
維
持
管
理
を
確
認
す
る
に

は
、
浄
化
槽
の
設
置
・
廃
止
の
異

動
を
確
実
に
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
届
け
出
等
手
続
の

徹
底
に
努
め
て
い
る
。

　

②
平
成
2４
年
度
に
、
市
内
に
登

録
さ
れ
て
い
る
10
人
槽
以
下
の
浄

化
槽
の
う
ち
平
成
23
年
度
の
法
定

検
査
の
未
受
検
者
約
１
万
基
に
対

し
、
浄
化
槽
の
検
査
を
促
す
た
め

の
受
検
案
内
を
送
付
し
た
。結
果
、

平
成
23
年
度
末
の
受
検
率
が
４5
・

４
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
2４

年
度
末
に
は
66
・
５
％
ま
で
向
上

し
て
い
る
。

下
水
道
料
金
徴
収

状
況
と
そ
の
取
り
組
み

　
　
　
に
つ
い
て
伺
う

【
質
問
】

　

①
下
水
道
未
整
備
地
区
か
ら
不

公
平
感
が
あ
る
と
の
声
に
対
し
、

下
水
道
の
重
要
性
を
広
く
理
解
さ

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
、
②
下
水
道
使
用
料
の
徴
収
状

況
と
そ
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
弁
】
槇
原
副
市
長

　

①
下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
向

上
や
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
な

ど
市
民
に
密
着
し
た
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、

下
水
道
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
普
及

啓
発
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

下
水
道
の
重
要
性
を
広
く
市
民
に

御
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り

積
極
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
。

　

②
外
部
委
託
を
実
施
す
る
な
ど

事
務
の
合
理
化
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
納
入
期
限
ま
で
に
納
付
が

な
い
使
用
者
に
対
し
て
は
、
水
道

料
金
と
合
わ
せ
、
督
促
・
催
告
等

を
実
施
し
、
さ
ら
に
納
付
が
な
い

場
合
に
は
滞
納
処
分
を
実
施
し
て

い
る
。
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⓳ 市議会だより　第160号（平成26年3月1日発行）
東広島市立美術館

地域教材及び展開例集

質
問
者
：
平ひ

ら 

岡お
か  

　
毅つ

よ
し

（
五
月
会
）

道
徳
教
育
で
日
本
人
の

　
功
績
や
誇
り
を

　
　
　
　
子
ど
も
達
へ

【
質
問
】

　

第
二
次
大
戦
時
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
の
首
都
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に
お

い
て
、
日
本
人
捕
虜
が
ナ
ヴ
ォ
イ

劇
場
の
建
設
に
従
事
し
た
。
そ
の

技
術
力
も
だ
が
、
実
直
勤
勉
に
働

く
姿
を
見
て
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
の
多

く
が
、
親
か
ら
日
本
人
の
よ
う
に

立
派
な
人
間
に
な
り
な
さ
い
と
言

わ
れ
て
育
っ
た
と
い
う
。
道
徳
の

教
科
化
に
あ
た
り
、
子
ど
も
た
ち

に
は
、
こ
う
し
た
先
人
の
功
績
や

誇
り
を
伝
え
、
日
本
人
と
し
て
自

信
と
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
の
件
に
つ

い
て
の
所
見
を
問
う
。

【
答
弁
】
木
村
教
育
長

　

地
域
教
材
や
展
開
事
例
集
を

も
っ
て
、
地
域
に
貢
献
し
た
先
人

の
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
で
、
日
本

人
と
し
て
の
誇
り
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
を
目
指
し
て

い
る
。
今
後
も
、
児
童
・
生
徒
の

心
に
響
く
道
徳
教
育
の
取
り
組
み

を
全
市
的
に
推
進
し
て
い
く
。

東
広
島
市
立
美
術
館
の

移
転
や
建
て
替
え
の

　
　
　
　
　
計
画
は

【
質
問
】

　

市
民
の
文
化
的
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
中
で
、
２0
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
新
た
な
美
術
館
の
建
設
を
望
む

市
民
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
移
転
や
建
て
か
え
の

計
画
は
あ
る
の
か
。

【
答
弁
】
林
生
涯
学
習
部
長

　

美
術
館
は
、
芸
術
文
化
振
興
の

拠
点
と
し
て
、
都
市
機
能
を
充
実

さ
せ
る
施
設
で
あ
り
、
現
状
を
踏

ま
え
、
今
後
、
本
市
の
財
政
状
況

を
見
据
え
な
が
ら
、
整
備
に
つ
い

て
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

高
美
が
丘
学
区
住
民

　
自
治
協
議
会
の

　
　
　
円
満
解
決
を

【
質
問
】

　

高
美
が
丘
小
学
校
区
住
民
自
治

協
議
会
の
評
議
員
、
役
員
は
各
自

治
会
の
代
表
者
で
あ
り
、
市
の
施

策
の
も
と
に
数
千
人
で
組
織
さ
れ

た
も
の
を
、
単
な
る
任
意
団
体
と

す
る
の
は
理
解
に
苦
し
む
。
住
民

自
治
協
議
会
と
し
て
の
認
定
に
向

け
十
分
な
協
議
を
行
い
、
市
は
別

の
団
体
も
含
め
、
民
主
的
か
つ
中

立
的
に
指
導
し
、
将
来
に
禍
根
を

残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
そ
の
所
見
を
問

う
。

【
答
弁
】
前
藤
企
画
振
興
部
長

　

当
該
団
体
は
住
民
自
治
協
議
会

と
い
う
名
称
が
付
さ
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
平
成
25
年
３
月
に
、
複

数
の
地
区
及
び
団
体
が
設
立
準
備

会
か
ら
脱
会
し
た
こ
と
で
、
本
来

の
住
民
自
治
協
議
会
と
は
異
な
る

こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
は
、
単
な

る
任
意
団
体
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
こ
う
し
た
状

況
の
打
開
に
向
け
、
学
校
区
全
域

が
一
体
と
な
っ
た
住
民
自
治
協
議

会
を
早
期
に
設
立
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
新
た
な
検
討
会
を
立
ち
上

げ
、
ほ
ぼ
全
て
の
自
治
会
・
区
及

び
各
種
団
体
が
参
画
し
、
設
立
及

び
認
定
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
、

地
域
住
民
の
声
を
尊
重
し
、
検
討

会
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
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給水車

賀茂環境衛生センター

質
問
者
：
大お

お 

谷た
に 

忠た
だ 

幸ゆ
き

（
東
広
島
い
ろ
は
会

）

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

（
上
水
）を
死
守
す
る

【
質
問
】

　

上
水
の
確
保
に
つ
い
て
、
東
広

島
市
は
広
島
県
水
道
用
水
供
給
事

業
か
ら
水
を
購
入
し
て
い
る
が
、

熊
野
竹
原
ラ
イ
ン
に
異
常
が
あ
っ

た
と
き
の
具
体
的
な
対
応
策
に
つ

い
て
、
水
源
を
確
保
で
き
た
と
し

も
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
市
民
の

も
と
へ
届
け
る
の
か
。

【
答
弁
】
西
川
水
道
局
長

　

熊
野
竹
原
ラ
イ
ン
に
よ
る
断
水

が
発
生
し
た
場
合
は
、
１
３
万
５

千
人
に
影
響
が
あ
る
が
、
災
害
時

初
期
に
生
命
の
維
持
に
必
要
な
水

量
は
１
人
１
日
当
た
り
３
リ
ッ
ト

ル
で
、
市
内
５
カ
所
の
給
水
基
地

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
配
水
池
で
必

要
量
の
水
の
確
保
は
可
能
で
、
市

民
の
皆
様
へ
の
応
急
給
水
方
法
は

応
急
給
水
地
点
に
容
器
を
持
参
し

て
も
ら
い
応
急
給
水
を
行
う
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

（
ゴ
ミ・し
尿
処
理
）を

死
守
す
る

【
質
問
】

　

上
三
永
の
焼
却
場
に
つ
い
て
、

地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
迅
速

に
復
旧
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
停
電
時
に
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に
運
転
し

て
い
く
の
か
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

　

賀
茂
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
設

計
上
震
度
６
強
の
地
震
に
耐
え
ら

れ
る
構
造
だ
が
、
施
設
が
被
害
を

受
け
、
運
転
が
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
た
場
合
は
、
建
設
し
た
メ
ー

カ
ー
や
近
隣
市
町
等
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
対
処
し
た
い
。

　

ま
た
、大
規
模
な
停
電
時
に
は
、

市
民
生
活
に
大
き
な
問
題
と
な
る

た
め
、
本
施
設
の
復
旧
を
最
優
先

に
依
頼
す
る
。
ま
た
、
施
設
の
非

常
時
の
自
家
発
電
用
の
設
備
は
、

大
規
模
災
害
な
ど
に
よ
る
停
電
時

に
、
焼
却
炉
か
ら
の
火
災
防
止
の

た
め
に
安
全
に
埋
火
す
る
た
め
に

設
置
し
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

（
下
水
汚
泥
処
理
）を

　
　
　
　
死
守
す
る

【
質
問
】

　

現
在
、
下
水
汚
泥
を
業
者
に
有

償
で
引
き
取
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
そ
の
年
間
費
用
を
問
う
。

　

ま
た
、
下
水
汚
泥
を
処
理
す
る

別
の
方
法
と
し
て
、
広
島
大
学
の

柿
谷
俊
英
先
生
が
開
発
さ
れ
た
、

バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
る
下
水
汚
泥
半

減
化
技
術
は
、
汚
泥
が
約
１
／
２

に
な
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ
の

技
術
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
答
弁
】
田
坂
下
水
道
部
長

　

コ
ン
ポ
ス
ト
化
業
者
へ
の
引
き

取
り
処
分
費
は
平
成
2４
年
度
実
績

で
約
１
億
円
で
あ
る
。

　

ま
た
、
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
る
下

水
汚
泥
溶
融
化
技
術
に
つ
い
て
、

広
島
大
学
の
実
験
結
果
の
報
告
が

あ
る
が
、
こ
の
技
術
は
、
そ
の
可

溶
化
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の

増
加
や
、
水
処
理
の
負
荷
が
増
加

す
る
こ
と
に
よ
る
放
流
水
質
へ
の

影
響
が
、
本
市
の
公
共
下
水
道
に

採
用
す
る
に
は
課
題
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
汚
泥
処
理
技
術
の
情

報
収
集
に
努
め
、
ま
た
、
民
間
等

の
動
向
に
も
留
意
し
、
安
定
的
か

つ
効
率
的
な
汚
泥
処
理
に
つ
い
て

研
究
し
た
い
。



平成２5年第 ４回定例会　議決状況

㉑ 市議会だより　第160号（平成26年3月1日発行）

平
成
24
年
度
決
算
を
認
定
!!
【
決
算
特
別
委
員
会
付
託
】

平成25年
第 ４回定例会平

成
2４
年
度
決
算

委
員
会
で
の
反
対
討
論

谷　

晴
美
議
員

　

介
護
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
な
ど
の
負
担
の

引
き
上
げ
に
よ
り
、
差
し
押
さ
え

も
発
生
し
て
い
る
。
未
納
者
へ
の

対
応
を
し
っ
か
り
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
、
反
対
す
る
。

委
員
会
で
の
賛
成
討
論

宮
川　

誠
子
議
員

　

将
来
負
担
比
率
が
県
内
ト
ッ
プ

の
低
さ
で
あ
り
、
ま
た
、
約
９
億

円
の
地
方
債
繰
上
償
還
を
行
っ
て

お
り
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
る
と
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

本
会
議
で
の
反
対
討
論

谷　

晴
美
議
員

　

格
差
と
貧
困
が
広
が
っ
て
い
る

中
、国
保
税
な
ど
の
負
担
増
が
あ
っ

た
が
、
歳
入
の
減
少
や
滞
納
が
発

生
し
て
い
る
。
市
民
の
防
波
堤
と

な
っ
て
、
税
の
引
き
上
げ
を
し
な

く
て
も
済
む
よ
う
手
当
て
す
べ
き

で
あ
っ
た
と
考
え
、
反
対
す
る
。

■第 ４回定例会で議決した案件
●条例案    9 件
●決算    2 件
●委員会提出議案    1 件

●予算案    9 件
●その他    19件
●議員派遣    1 件

収入済額
720億8,902万円

支出済額
698億4,010万円

市税
261億1,856万円(36.2)

地方交付税
112億1,425万円
(15.6)

国庫支出金
77億2,524万円
(10.7)

県支出金
44億3,524万円(6.2)

繰越金
27億1,783万円(3.8)

諸収入
22億1,616万円(3.1)

市債
103億800万円
(14.3)

その他
73億5,374万円
(10.1)

総務費
125億7,961万円
(18.0)

民生費
201億6,845万円
(28.9)
衛生費

52億6,025万円(7.5) 商工費
18億8,020万円(2.7)

土木費
84億8,562万円
(12.2)

消防費
28億7,606万円(4.1)

教育費
59億7,247万円
(8.6)

公債費
96億8,115万円
(13.9)
その他

29億3,629万円(4.1)

議
決
結
果

●
議
案
第
114
号
（
東
広
島
市
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
）・
115
号
東
広

島
市
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分

及
び
決
算
の
認
定
）

・
・
・
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
可

決
及
び
認
定
可
決

■一般会計決算

■水道事業会計決算
（単位:万円）

収益的収入 ４59,193

収益的支出 ４17,753

資本的収入  22,４62

資本的支出  91,39４

■特別会計決算� （単位：万円）

会　　計　　名 歳　入 歳　出
住宅新築資金等貸付事業 782 777
公共下水道事業 600,20４ 597,080
産業団地汚水処理施設事業 3,397 3,299
農業集落排水事業 15,708 15,708
ひがしひろしま墓園管理事業 2,073 2,073
特定地域生活排水処理事業 1,160 1,160
寺家地区土地区画整理事業 37,6４8 35,897
産業団地造成事業 5,507 3,293
国民健康
保険

事業勘定 1,565,72４ 1,559,925
直営診療施設勘定 1,812 1,812

後期高齢者医療 1４9,038 1４8,352

介護保険
保険事業勘定 1,065,301 1,0４7,213
介護サービス事業勘定 6,75４ 6,75４

財産区 8,08４ ４61



市議会だより　第160号（平成26年3月1日発行）㉒

決算特別委員会審査概要（主な意見・質疑応答）

●�

議
案
第
114
号
（
東
広
島
市
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
）

Ｑ　

就
職
・
再
就
職
支
援
に
つ
い
て
、

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
資
格

取
得
講
座
・
技
能
講
習
の
受
講
者
が

年
々
減
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
要

因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

設
定
し
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
に
対

し
て
、
受
講
者
や
企
業
の
ニ
ー
ズ
が

減
少
傾
向
に
あ
る
と
分
析
し
て
い

る
。
今
後
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
に
努

め
、
メ
ニ
ュ
ー
を
再
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

Ｑ　

読
書
活
動
推
進
員
に
つ
い
て
、

平
成
24
年
度
に
全
中
学
校
へ
配
置
さ

れ
た
が
、
そ
の
成
果
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

Ａ　

読
書
活
動
推
進
員
を
全
中
学
校

に
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
、
小
学
校

へ
も
年
間
３
回
程
度
の
派
遣
を
行
っ

て
い
る
。
成
果
と
し
て
は
、
年
間
の

貸
出
冊
数
に
お
い
て
、
中
学
校
が
１

人
平
均
16
冊
、
小
学
校
が
１
人
平
均

21
冊
と
順
調
に
伸
び
て
き
て
い
る
。

ま
た
、全
国
学
力
学
習
調
査
の
結
果
、

読
書
が
好
き
と
い
う
割
合
も
、
小
学

生
・
中
学
生
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
推
進
員
配
置
に
よ
り
読
書
活
動

も
進
ん
で
い
る
。

Ｑ　

収
入
未
済
額
に
つ
い
て
、
平
成

23
年
度
よ
り
２
倍
近
く
増
え
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

た
の
か
。

Ａ　

長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
を
受

け
て
、失
業
や
事
業
不
振
等
に
よ
り
、

収
入
や
所
得
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
な
か
な
か
払
え
な
い
と
い
う

状
況
に
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
厳
し
い

状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
2４
年
度
か
ら

相
談
業
務
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

●�

議
案
第
115
号
（
東
広
島
市
水
道
事

業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の

認
定
）

Ｑ　

安
全
で
良
質
な
水
を
安
定
的
に

供
給
す
る
た
め
に
ど
ん
な
努
力
を
し

た
の
か
。

Ａ　

拡
張
工
事
に
よ
り
配
水
池
等
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
漏
水
対
策

と
し
て
、
平
成
2４
年
度
か
ら
老
朽
管

の
更
新
に
も
本
格
的
に
取
り
か
か
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議案の審査経過
【表決が分かれた案件の表決結果】

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

会　派　名 合　志　会 新　風　21 威　信　会 東 広 島
いろは会

市　民
クラブ 公 明 党 五 月 会

日
本
共
産
党

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

議 案 番 号

乗
越　

耕
司

新
開　

邦
彦

家
森　

建
昭

中
平　

好
昭

池
田　

隆
興

梶
谷　

信
洋

宮
川　

誠
子

高
橋　

典
弘

寺
尾　

孝
治

上
田　
　

廣

中
曽　

義
孝

杉
井　

弘
文

麻
生　
　

豊

杉
原　

邦
男

大
江　

弘
康

山
下　
　

守

牧
尾　

良
二

渡
邉　

國
彦

大
谷　

忠
幸

重
光　

秋
治

早
志　

美
男

西
本　

博
之

石
原　

賢
治

赤
木　

達
男

加
根　

佳
基

小
川　

宏
子

竹
川　

秀
明

平
岡　
　

毅

坂
本　

一
彦

下
村　

昭
治

谷　
　

晴
美

鈴
木　

利
宏

議案第11４号 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
議案第115号 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
議案第1４5号 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
議案第1４2号 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
議案第1４４号 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
委員会提出
議案第 9号 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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㉓ 市議会だより　第160号（平成26年3月1日発行）

本
会
議
の
討
論

●
議
案
第
１
４
５
号
（
一
般
会
計
補
正
予
算
）

反
対 
谷　
　

晴
美
議
員

　

当
該
補
正
予
算
に
は
、
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
配
布

に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
旧
町
で
は
、
防
災
行
政
無

線
な
ど
を
安
全
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
慣
れ
た
機

器
の
活
用
を
求
め
る
声
は
大
き
く
、
今
後
、
全
世
帯

に
普
及
す
る
と
は
思
え
な
い
。
特
別
警
報
を
瞬
時
に

大
量
に
知
ら
せ
る
た
め
に
も
、
公
が
果
た
す
責
任
は

大
変
重
い
。
基
金
の
活
用
な
ど
特
例
を
設
け
、
全
世

帯
に
無
料
で
配
布
す
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●�

議
案
第
１
４
２
号（
公
共
下
水
道
条
例
等
の一
部
改
正
）・

議
案
第
１
４
４
号
（
水
道
給
水
条
例
の一
部
改
正
）

反
対 

谷　
　

晴
美
議
員

　

消
費
増
税
に
あ
わ
せ
て
、
使
用
料
を
引
き
上
げ
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
市
民
は
、
よ
り
一
層
生
活
の
質
を
落
と

し
、
利
用
を
控
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
市
民
の
防

波
堤
と
な
る
よ
う
努
力
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
安

易
に
引
き
上
げ
を
す
る
こ
と
は
福
祉
の
増
進
に
な
ら

な
い
た
め
反
対
す
る
。

●
議
案
第
１
３
６
・
１
３
７
号

　
（
土
砂
埋
立
行
為
に
関
す
る
条
例
の
制
定
）

賛
成 

谷　
　

晴
美
議
員

　

志
和
町
内
地
区
で
起
き
た
死
亡
災
害
の
再
発
防
止

策
と
し
て
、
小
規
模
の
土
砂
埋
立
行
為
を
規
制
す
る

条
例
の
早
期
制
定
を
市
民
は
強
く
要
望
し
て
い
る
。

今
後
も
人
員
を
確
保
の
上
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
体
制

を
維
持
し
、
市
民
の
安
心
・
安
全
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

常任委員会審査概要（主な意見・質疑応答）

総
務
委
員
会

●�

議
案
第
11７
号
（
東
広
島
市
都
市
交

通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
）

Ｑ　

当
該
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中

に
、
地
域
の
詳
し
い
実
情
を
ど
の
よ

う
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

地
域
の
声
を
聞
く
こ
と
も
大
事

だ
が
、
こ
の
た
び
は
広
く
意
見
を
頂

戴
す
る
と
い
う
趣
旨
で
、
各
種
団
体

の
方
に
委
員
を
お
願
い
し
た
。
今
後

は
、
地
域
の
説
明
会
等
に
お
い
て
、

地
域
の
実
情
等
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
と
ら
え
て
聞
い
て
い
く
。

●�

議
案
第
145
号
（
東
広
島
市
一
般
会

計
補
正
予
算
）

Ｑ　

債
務
負
担
行
為
補
正
の
う
ち
、

安
芸
津
共
同
福
祉
会
館
指
定
管
理

は
、
な
ぜ
期
間
を
短
縮
し
た
の
か
。

Ａ　

安
芸
津
共
同
福
祉
会
館
管
理

は
、
平
成
26
年
度
か
ら
指
定
管
理
が

３
期
目
に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
今

後
は
公
募
で
の
指
定
管
理
を
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

５
年
か
ら
３
年
に
期
間
を
短
縮
し

た
。

文
教
厚
生
委
員
会

●�

議
案
第
1３０
号
（
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
）

Ｑ　

ニ
ー
ズ
は
増
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

国
際
交
流
を
主
と
し
た
ニ
ー
ズ

が
最
近
増
え
て
い
る
。

市
民
経
済
委
員
会

●�

議
案
第
1２4
号
（
福
富
ふ
れ
あ
い
農

園
の
指
定
管
理
）

Ｑ　

稼
働
率
が
よ
く
な
い
が
、
指
定

管
理
者
に
対
し
利
用
促
進
に
向
け
指

導
し
な
い
の
か
。

Ａ　

今
後
、
指
定
管
理
者
に
対
し
利

用
促
進
に
向
け
て
働
き
か
け
た
い
。

建
設
委
員
会

●�

議
案
第
1３７
号
（
東
広
島
市
土
砂
埋

立
行
為
の
適
正
な
実
施
の
確
保
に

関
す
る
条
例
の
制
定
）

Ｑ　

県
条
例
よ
り
も
厳
し
く
規
制
す

る
部
分
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

保
証
人
を
立
て
る
こ
と
や
、
土

砂
埋
立
行
為
を
行
う
者
及
び
保
証
人

に
対
す
る
資
格
要
件
の
設
定
、
さ
ら

に
土
地
所
有
者
の
管
理
責
任
な
ど

は
、
市
独
自
の
規
制
で
あ
る
。
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提出議案一覧
【総務委員会付託案件】

【文教厚生委員会付託案件】

議案番号 議　　案　　名 内　　　　容 結　果

議案第117号 東広島市都市交通マスター
プランの策定について

都市づくりと交通施策等を一体的な取り組みと
し、バランスのとれた交通施策を総合的かつ
計画的に実施するため、東広島市都市交通マス
タープランを策定しようとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第138号 東広島市地域センター条
例の一部改正について

東広島市農村交流施設（アグリセンター）を廃
止し、新たに東広島市能良地域センターとして
設置するとともに、当該地域センター等の施設
等に係る使用料を新たに定めようとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第145号 平成25年度東広島市一般
会計補正予算（第 3号）

補正後の総額　753億9,772万 2 千円
補正額　　　　33億9,211万 3 千円増額
主な補正の内容
・あきつ子育て世代住宅管理運営事業、道路舗
装事業、河川維持管理事業、中山間地域等対策
事業、耐震性貯水槽整備事業、小学校教育支援
員配置事業、長期借入金元金償還金等の増額、
繰越明許費補正、債務負担行為補正、地方債補
正

原案可決
（賛成多数）

議案第152号
平成25年度東広島市竹仁
財産区特別会計補正予算
（第 1号）

竹仁地区の住民自治協議会が行う里山整備・鳥
獣対策事業に対して250万円の補助金を交付す
るための財源として、財産区特別会計から一般
会計に対して繰り出そうとするもの。
補正後の総額　４60万 8 千円
補正額　　　　2４9万 9 千円増額

原案可決
（全会一致）

議案番号 議　　案　　名 内　　　　容 結　果

議案第119号 公の施設の指定管理者の
指定について

福祉センター 2施設の管理について、社会福祉
法人東広島市社会福祉協議会を指定管理者とし
て、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成31年 3 月
31日まで

原案可決
（全会一致）

議案第120号 公の施設の指定管理者の
指定について

東広島市総合福祉センターの管理について、社
会福祉法人東広島市社会福祉協議会を指定管理
者として、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成31年 3 月
31日まで

原案可決
（全会一致）

議案第121号 公の施設の指定管理者の
指定について

東広島市地域福祉センター ４施設の管理につい
て、社会福祉法人東広島市社会福祉協議会を指
定管理者として、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成31年 3 月
31日まで

原案可決
（全会一致）

議案第122号 公の施設の指定管理者の
指定について

東広島市安芸津地域福祉推進施設の管理につい
て、社会福祉法人東広島市社会福祉協議会を指
定管理者として、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成31年 3 月
31日まで。

原案可決
（全会一致）
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【文教厚生委員会付託案件】
議案番号 議　　案　　名 内　　　　容 結　果

議案第130号 公の施設の指定管理者の
指定について

東広島市市民文化センターの管理について、公
益財団法人東広島市教育文化振興事業団を指定
管理者として、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成29年 3 月
31日まで。

原案可決
（全会一致）

議案第131号 公の施設の指定管理者の
指定について

東広島市市民体育施設 3施設の管理について、
公益財団法人東広島市教育文化振興事業団を指
定管理者として、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成29年 3 月
31日まで。

原案可決
（全会一致）

議案第132号 公の施設の指定管理者の
指定について

八本松市民グラウンドの管理について、八本松
小学校区住民自治協議会を指定管理者として、
指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成31年 3 月
31日まで。

原案可決
（全会一致）

議案第133号 公の施設の指定管理者の
指定について

東広島市B&G海洋センター 2施設の管理につい
て、公益財団法人東広島市教育文化振興事業団
を指定管理者として、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成29年 3 月
31日まで。

原案可決
（全会一致）

議案第134号 公の施設の指定管理者の
指定について

東広島市福富パークゴルフ場の管理について、
東広島市福富パークゴルフ場運営委員会を指定
管理者として、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成31年 3 月
31日まで。

原案可決
（全会一致）

議案第135号 公の施設の指定管理者の
指定について

東広島市民ギャラリーの管理について、公益財
団法人東広島市教育文化振興事業団を指定管理
者として、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成27年 9 月
30日まで。

原案可決
（全会一致）

議案第143号 東広島市社会教育委員設
置条例の一部改正について

社会教育法の一部改正に伴い、東広島市社会教
育委員の委嘱の基準を定めようとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第149号
平成25年度東広島市国民
健康保険特別会計補正予
算（第 1号）

【事業勘定】
補正後の総額　　165億3,107万 7 千円
補正額　　　　　2,４8４万 3 千円増額

原案可決
（全会一致）

議案第150号
平成25年度東広島市後期
高齢者医療特別会計補正
予算（第 1号）

補正後の総額　　15億４,725万 5 千円
補正額　　　　　815万 8 千円増額

原案可決
（全会一致）

議案第151号
平成25年度東広島市介護
保険特別会計補正予算
（第 2号）

【保険事業勘定】
補正後の総額　　115億8,690万 1 千円
補正額　　　　　100万円減額
【介護サービス事業勘定】
補正後の総額　　7,3４0万 5 千円
補正額　　　　　４77万 2 千円増額

原案可決
（全会一致）
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【市民経済委員会付託案件】

【建設委員会付託案件】

議案番号 議　　案　　名 内　　　　容 結　果

議案第123号 公の施設の指定管理者の
指定について

東広島市小田地区多目的集会施設の管理につい
て、自治組織「共和の郷・おだ」を指定管理者
として、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成31年 3 月
31日まで。

原案可決
（全会一致）

議案第124号 公の施設の指定管理者の
指定について

東広島市福富ふれあい農園の管理について、福
富ふれあい農園運営協議会を指定管理者とし
て、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成31年 3 月
31日まで。

原案可決
（全会一致）

議案第125号 公の施設の指定管理者の
指定について

安芸津共同福祉会館の管理について、安芸津町商
工会を指定管理者として、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成29年 3 月
31日まで。

原案可決
（全会一致）

議案第147号
平成25年度ひがしひろし
ま墓園管理事業特別会計
補正予算（第 1号）

墓園浄化槽維持管理など 3件について、消費税
率の改定に伴い、債務負担行為の限度額を変更
しようとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第148号
平成25年度東広島市特定
地域生活排水処理事業特
別会計補正予算（第 1号）

浄化槽保守点検及び清掃など 2件について、消
費税率の改定に伴い、債務負担行為の限度額を
変更しようとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案番号 議　　案　　名 内　　　　容 結　果

議案第118号 市道の路線の認定について 寺家南61号線について、市道として認定しよう
とするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第126号 公の施設の指定管理者の
指定について

自転車駐車場、駐車場等 8施設の管理について、
株式会社カルフートを指定管理者として、指定
をしようとする。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成31年 3 月
31日まで。

原案可決
（全会一致）

議案第127号 公の施設の指定管理者の
指定について

市営住宅62施設の管理について、株式会社第一
ビルサービスを指定管理者として、指定をしよ
うとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成31年 3 月
31日まで。

原案可決
（全会一致）

議案第128号 公の施設の指定管理者の
指定について

東広島市西条駅前地区再開発住宅の管理につい
て、株式会社第一ビルサービスを指定管理者と
して、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成31年 3 月
31日まで。

原案可決
（全会一致）

議案第129号 公の施設の指定管理者の
指定について

東広島市自然公園の管理について、憩いの森公園
については賀茂地方森林組合、龍王島自然体験村
については公益社団法人東広島市シルバー人材セ
ンターを指定管理者として、指定をしようとするもの。
指定期間：平成26年 ４ 月 1 日から平成31年 3 月
31日まで。

原案可決
（全会一致）
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【建設委員会付託案件】

【委員会提出議案】

議案番号 議　　案　　名 内　　　　容 結　果

議案第136号
東広島市小規模土砂埋立
行為に関する条例の制定
について

広島県土砂の適正処理に関する条例の許可が必
要な土砂埋立行為の対象外である小規模な土砂
埋立行為について、土砂の適正な処理を推進す
るために必要な事項を定めようとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第137号
東広島市土砂埋立行為の
適正な実施の確保に関す
る条例の制定について

広島県土砂の適正処理に関する条例及び東広島市小
規模土砂埋立行為に関する条例の許可が必要となる土
砂埋立行為について、各条例に上乗せして規制を行い、
土砂埋立行為の適正な実施を確保しようとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第139号
東広島市営住宅設置及び
管理条例の一部改正につ
いて

被災市街地復興特別措置法に規定する被災者等
及び福島復興再生特別措置法に規定する居住制
限者の公営住宅等の入居者資格に係る条件の変
更を行おうとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第140号
東広島市西条駅前地区再
開発住宅条例の一部改正
について

東広島市西条駅前地区再開発住宅の入居の促進
を図るため、入居者等の資格要件を変更しよう
とするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第141号 東広島市都市公園条例の
一部改正について

東広島運動公園体育館の利用の促進を図ること
を目的として、メインアリーナの専用使用の区
分などを変更しようとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第142号 東広島市公共下水道条例
等の一部改正について

地方税法及び消費税法の一部改正に伴い、公共下
水道、産業団地汚水処理施設及び農業集落排水
処理施設の使用料の額を改定しようとするもの。

原案可決
（賛成多数）

議案第144号 東広島市水道給水条例の
一部改正について

地方税法及び消費税法の一部改正に伴い、工事
の費用の額に課される消費税及び地方消費税の
率、水道の使用に係る水道料金並びに給水装置
の新設又はメーターの口径を増径する際に徴収
する加入分担金の額を改定しようとするもの。

原案可決
（賛成多数）

議案第146号
平成25年度東広島市公共
下水道事業特別会計補正
予算（第 2号）

下水道使用料の納付増、区域外流入分担金等の
還付見込みの増や、消費税納付金の増などによ
り、歳入歳出の補正をしようとするもの。
補正後の総額　　　68億４,277万 6 千円
補正額　　　　　　2,099万 9 千円増額

原案可決
（全会一致）

議案第153号 平成25年度東広島市水道
事業会計補正予算（第1号）

「職員等の給与の臨時特例に関する条例」の制定
に伴う給与費の減額、また、職員の定期異動に伴い、
職員給与費関係の増減調整を行おうとするもの。
【収益的支出】
補正後の総額　　　４2億3,388万 5 千円
補正額　　　　　　765万 7 千円減額
【資本的支出】
補正後の総額　　　1４億7,733万 5 千円
補正額　　　　　　360万 5 千円減額

原案可決
（全会一致）

議案番号 議　　案　　名 内　　　　容 結　果

委員会提出
議案第 9号

軽減税率適用など消費税増
税に向けた生活文化支援策を
求める意見書の提出について

消費税増税に当たり、複数税率を導入すること、
新聞・書籍などへ軽減税率を適用すること、基
礎的国民生活の生活（文化）支援策を考慮する
ことを強く求めるもの。

原案可決
（賛成多数）
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要
保
護
者
の
生
存
権
擁

護
を
求
め
る
陳
情
書

▽�

保
育
制
度
の
解
体
を
許
さ
ず
、

保
育
の
公
的
保
障
の
拡
充
を
求

め
る
陳
情
書

▽�

電
気
設
備
工
事
の
分
離
発
注
の

継
続
を
求
め
る
陳
情
書

▽�

広
島
地
方
裁
判
所
へ
の
行
政
訴

訟
に
あ
た
っ
て

行
政
視
察
報
告

総
務
委
員
会

●
日
時
／
10
月
23
日
～
25
日

●
視
察
地
／

　
　
㈱
ラ
ジ
オ
関
西
・
砂
川
市
・
千
歳
市

　

千
歳
市
で
は
、
防
災
学
習
交
流

セ
ン
タ
ー
「
そ
な
え
ー
る
」
の
視

察
を
行
っ
た
。
こ
の
施
設
は
、
災

害
を
「
学
ぶ
・
体
験
す
る
・
備
え

る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
防
災
学

習
の
拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
災
害
の
疑
似

体
験
を
通
し
て
、
災
害
発
生
時
の

行
動
を
身
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
市
民
を
対
象
と
し
た
防

災
学
習
施
設
の
必
要
性
と
、
内
容

の
充
実
に
つ
い
て
参
考
と
す
べ
き

点
が
大
い
に
あ
っ
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

●
日
時
／
10
月
23
日
～
25
日

●
視
察
地
／

　
　
熊
谷
市
・
三
鷹
市
・
大
府
市

　

熊
谷
市
で
は
、
熊
谷
市
ス
ポ
ー

ツ
熱
中
都
市
宣
言
に
基
づ
く
取
り

組
み
に
つ
い
て
視
察
を
行
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
に
熱
中
で
き
る

場
づ
く
り
を
、
行
政
と
し
て
実

践
・
推
進
さ
れ
て
い
た
。
大
津
市

で
は
、
健
康
都
市
お
お
ぶ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
視
察
を
行
っ
た
。

市
庁
舎
で
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

等
、
文
化
的
分
野
を
絡
め
た
多
彩

な
事
業
や
健
康
文
化
部
を
設
け
、

従
来
の
縦
割
り
行
政
と
な
り
が
ち

な
点
を
見
直
し
た
組
織
改
編
は
ユ

ニ
ー
ク
で
あ
り
、
効
果
が
見
込
ま

れ
る
と
感
じ
た
。

総務委員会　行政視察（千歳市）

文教厚生委員会　行政視察（熊谷市）

市民経済委員会　行政視察（苫小牧市）

市
民
経
済
委
員
会

●
日
時
／
10
月
23
日
～
25
日

●
視
察
地
／
函
館
市
・
苫
小
牧
市

　

函
館
市
で
は
、
産
学
官
の
連
携

に
よ
る
地
域
資
源
の
高
付
加
価
値

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

視
察
を
行
っ
た
。
産
学
官
の
取
り

組
み
に
対
す
る
姿
勢
や
財
源
の
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
参
考

に
な
っ
た
。
苫
小
牧
市
で
は
、
０

５
３
（
ゼ
ロ
ご
み
）
大
作
戦
に
つ

い
て
視
察
を
行
っ
た
。
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
が
環
境
や
ご
み
に
つ

い
て
学
習
で
き
る
施
設
と
な
っ
て

お
り
、
市
民
へ
の
啓
発
活
動
を
推

進
で
き
る
体
制
が
ハ
ー
ド
面
、
ソ

フ
ト
面
の
両
方
か
ら
な
さ
れ
て
お

り
、
本
市
で
も
参
考
に
な
る
事
例

が
あ
る
と
感
じ
た
。
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海外視察報告

　

最
初
の
訪
問
国
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協

会
パ
リ
事
務
所
事
務
所
長
の
黒
瀬

敏
文
氏
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
地

方
分
権
が
進
ん
で
お
り
州
は
地
域

計
画
・
国
土
開
発
・
高
校
の
施
設

管
理
等
、
県
は
道
路
基
盤
整
備
・

福
祉
・
中
学
校
の
施
設
管
理
等
、

地
方
自
治
体
は
都
市
計
画
・
廃
棄

物
収
集
・
小
学
校
の
施
設
管
理
等

と
権
限
移
譲
が
さ
れ
て
い
る
。
議

会
の
仕
組
み
は
議
院
内
閣
制
度
で

選
挙
は
比
例
代
表
制
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

政
治
・
行
政
・
社
会
の
仕
組
み
を

学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ノ
ジ
ャ
ン
・
ジ
ェ
ル
・

マ
ル
ス
市
議
会
で
は
、
議
会
制
度

に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。
コ

ミ
ュ
ー
ン
（
市
町
村
）
議
会
と
執

行
機
関
は
議
長
と
首
長
を
併
用
し

て
お
り
、
助
役
も
議
員
の
中
か
ら

互
選
さ
れ
て
い
る
。
議
会
の
権
限

は
、
①
予
算
審
議
②
税
率
の
決
定

③
地
方
債
の
決
定
等
で
あ
る
。
選

挙
で
選
ば
れ
た
第
一
党
が
過
半
数

以
上
の
議
席
を
も
っ
て
お
り
任
期

も
６
年
あ
る
た
め
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
選
挙
と
な
り
政
策
が
実
現
で
き

な
け
れ
ば
政
権
交
代
も
頻
繁
に
な

り
、
中
長
期
的
な
計
画
は
訴
え
づ

ら
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
文
化
遺
産
保
護

研
修
を
し
ま
し
た
。
中
世
の
面
影

を
残
す
建
造
物
が
残
存
し
て
お

り
、
観
光
保
護
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー

が
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
成
長

率
は
低
い
も
の
の
観
光
客
増
加
で

経
済
・
文
化
面
で
新
た
な
発
展
を

目
指
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ネ
ス
ト
ヴ
ェ
市
議
会
で

は
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。
福
祉
・
医
療
は
受
益

者
負
担
の
制
度
は
無
く
、
全
て
消

費
税
を
含
む
税
金
で
賄
っ
て
お

り
、
医
療
費
が
増
加
し
財
政
的
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
医

師
や
医
療
機
関
は
じ
ぶ
ん
で
は
選

択
で
き
ず
、
介
護
予
防
・
予
防
医

療
の
考
え
も
薄
い
。
日
本
の
様
に

き
め
細
や
か
な
制
度
で
は
な
く
持

続
可
能
性
に
疑
問
を
持
ち
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
＆
水
科
学
セ
ン
タ
ー

で
は
、
環
境
教
育
と
処
理
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
環

境
に
根
差
し
た
持
続
可
能
な
思
考

と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
施
設
が
整
備
し
て
あ
り
、

教
育
に
関
す
る
体
験
と
課
外
授
業

を
体
験
し
先
進
的
環
境
教
育
施
設

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ン
ベ

ル
グ
市
で
都
市
開
発
と
都
市
計
画

に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
旧
鉄

道
貨
物
ヤ
ー
ド
を
民
間
デ
ベ
ロ
ッ

パ
を
活
用
し
た
住
宅
建
設
や
ビ
オ

ト
ー
プ
の
施
工
等
、
環
境
を
テ
ー

マ
の
開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
、
環

境
保
全
都
市
づ
く
り
の
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ー
ル
・
ス
エ
ー
ル
市

議
会
で
環
境
保
全
の
都
市
づ
く
り

に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
積
極

的
な
緑
化
整
備
が
行
わ
れ
海
外
か

ら
の
視
察
も
多
く
、
環
境
都
市
づ

く
り
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
海
外
視
察
は
有
意
義
で

あ
っ
た
し
、
貴
重
な
経
験
を
積
む

必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

欧
州
都
市

行
政
視
察
報
告

欧
州
都
市
行
政
調
査
研
究

高た
か

橋は
し　

典の
り

弘ひ
ろ　

　

乗の
り

越こ
し　

耕こ
う

司じ　
　
　
　

期
間
：
10
月
２
日
か
ら
10
日
ま
で
９
日
間
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議会活動状況

平成25年 1 月 1 日から平成25年12月31日までの 1年間の市議会の活動状況です。

■総括表 ■本会議

■委員会等

会議別
区　分

第 1回
定例会

第 2回
定例会

第 3回
定例会

第 ４回
定例会 合計

付　
　

議　
　

案　
　

件

議案 59 25 21 39 1４４

条例 （10）（11）（ ４）（ 9）（3４）

予算 （3４）（ 2）（ 3）（ 9）（４8）

その他 （11）（ 7）（12）（19）（４9）

議員提出 （ 1）（ 2） （ 1）（ ４）

委員会提出 （ 3）（ 3）（ 2）（ 1）（ 9）

認定 2 2

承認 1 2 1 ４

同意 3 2 2 7

諮問 6 1 2 9

計 69 30 28 39 166

審　

議　

結　

果

原案可決 59 25 21 39 1４４

認定可決 2 2

承認可決 1 2 1 ４

同意可決 3 2 2 7

適任可決 6 1 2 9

答　　申

修正可決

原案否決

継続審査 （ 2） （ 2）

審議未了

撤回

計（継続審査を除く） 69 30 26 ４1 166

選挙 ４ 1 5

報告 3 9 9 3 2４

請　
　
　
　

願

付議件数 1 2 3

審議
結果

採択 1 1

不採択 1 1

継続審査

取り下げ 1 1

審議未了

陳情 ４ 5 5 11 25

代表・一般質問者 8 15 11 15 ４9

区分

会議別
開会
月日

閉会
月日

会期
日数

開議
日数

出席
延人数

説明員
延人数

傍聴者
延人数

第 1回
定例会 2月12日 3 月18日 35日 6 日 191人 1４４人 120人

第 2回
定例会 6月 7日 7月 1日 25日 7 日 221人 168人 76人

第 3回
定例会 9月 2日 9月25日 2４日 6 日 187人 1４４人 55人

第 ４回
定例会 11月29日 12月20日 22日 6 日 183人 1４４人 62人

合計 — — 106日 25日 782人 600人 313人

区分

委員会別

開会中 閉会中 合計
傍聴者
延人数

開催
延日数
（回数）

出席
延人数

開催
延日数
（回数）

出席
延日数

開催
延日数
（回数）

出席
延人数

常
任
委
員
会

総務委員会 1４日 110人 5 日 38人 19日 1４8人 27人

文教厚生委員会 11日 85人 6 日 ４7人 17日 132人 3４人

市民経済委員会 9 日 72人 5 日 38人 1４日 110人 10人

建設委員会 10日 7４人 ４ 日 32人 1４日 106人 16人

小計 ４４日 3４1人 20日 155人 6４日 ４96人 87人

議会運営委員会 30日 230人 1４日 100人 ４４日 330人 9 人

議会改革・活性化特別委員会 2 日 23人 1４日 159人 16日 182人 29人

予算特別委員会 15日 331人 — — 15日 331人 ４0人

決算特別委員会 — — 9日 106人 9 日 106人 3 人

全員協議会 5日 153人 7 日 211人 12日 36４人 —

議会会報委員会 3日 23人 5 日 38人 8 日 61人 —

広報広聴委員会 2日 18人 12日 115人 1４日 133人 1 人

会派会長会議 8日 88人 ４ 日 ４1人 12日 129人 —

委員長会議 1日 7人 5日 31人 6 日 38人 —

政策研究会運営会議 2 日 16人 — — 2日 16人 —

委
員
会
協
議
会

総務委員会
協議会 — — — — — — —

文教厚生委員会
協議会 — — — — — — —

市民経済委員会
協議会 — — — — — — —

建設委員会
協議会 — — — — — — —

小計 — — — — — — —

合計 112日 1,230人 90日 956人 202日 2,186人 169人
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10・31　　埼玉県川越市議会来市
　〃　　　東京都北区議会来市
11・ 1 　　滋賀県長浜市議会来市
11・ 5 　　神奈川県秦野市議会来市
11・ ６ 　　青森県弘前市議会来市
11・ ８ 　　議会改革・活性化特別委員会
11・11　　委員長会議
　〃　　　建設委員会
11・1２　　市民経済委員会
11・13　　文教厚生委員会
11・14　　総務委員会
11・15　　全員協議会
　〃　　　広報広聴委員会
11・２₇　　議会運営委員会
11・２9　　平成２5年第4回定例会（1日目・議案説明）
　〃　　　会派会長会議
　〃　　　広報広聴委員会
1２・ 3 　　議会運営委員会
　〃　　　総務委員会
1２・ 4 　　文教厚生委員会
1２・ 5 　　市民経済委員会
1２・ ６ 　　建設委員会
1２・ 9 　　全員協議会
　〃　　　会派会長会議
1２・10　　平成２5年第4回定例会（２日目・一般質問）
1２・11　　平成２5年第4回定例会（3日目・一般質問）
1２・1２　　平成２5年第4回定例会（4日目・一般質問）
1２・13　　平成２5年第4回定例会（5日目・一般質問）
1２・1６　　文教厚生委員会
1２・1₇　　建設委員会
1２・1８　　市民経済委員会
1２・19　　総務委員会
1２・２0　　議会運営委員会
　〃　　　平成２5年第4回定例会（６日目・議案審議）
　〃　　　議会運営委員会
　〃　　　広報広聴委員会
　〃　　　建設委員会
　〃　　　議会運営委員会
　〃　　　議会運営委員会
　〃　　　広報広聴委員会
1２・２６　　議会改革・活性化特別委員会
1・14　　市民経済委員会
　〃　　　広報広聴委員会
1・15　　建設委員会
1・1６　　総務委員会
1・1₇　　文教厚生委員会
1・２0　　議会運営委員会
　〃　　　全員協議会
　〃　　　議会改革・活性化特別委員会
1・２２　　議会運営委員会行政視察（～２4日）
　〃　　　広島県尾道市議会来市
1・２3　　青森県青森市議会来市
1・２9　　広報広聴委員会

議会の動き
平成２5年10月30日～平成２₆年 1 月２9日 笑

顔
の
輪

安
芸
津
町
三
津
　
南な
ん

條じ
ょ
う　
里さ
と

子こ

　

ま
ず
、
我
が
町
自
慢
を
し
て
み

ま
す
。
海
が
あ
る
。
酒
、
牡
蠣
、

び
わ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
み
か
ん
等

美
味
し
い
食
べ
物
が
あ
る
。
正
福

寺
の
桜
、
祇
園
祭
、
住
吉
祭
、
火

と
グ
ル
メ
の
祭
典
等
、
数
十
年
継

続
さ
れ
て
来
た
多
彩
な
行
事
が
あ

る
。
町
民
の
努
力
も
如
何
ば
か
り

か
と
自
画
自
賛
す
る
。
一
方
で
町

を
淋
し
い
と
感
じ
て
い
る
の
も
否

め
な
い
。生
活
音
が
聞
こ
え
な
い
、

明
か
り
が
少
な
い
、
雑
草
が
生
い

茂
っ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
の
も

と
、
福
祉
の
充
実
が
叫
ば
れ
、
取

り
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て

い
る
事
は
実
感
し
て
い
る
。
そ
れ

で
も
淋
し
い
と
感
じ
る
の
は
な
ぜ

か
。
場
外
ホ
ー
ム
ラ
ン
程
の
解
決

策
も
な
く
、
自
問
自
答
を
く
り
返

す
。
と
り
あ
え
ず
今
日
も
、
ご
近

所
の
方
々
と
交
流
し
、
笑
顔
の
輪

を
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

創
り
だ
す
行
政

西
条
本
町
　
鈴す
ず

木き

　
常つ
ね

徳と
く

　

今
自
然
界
で
は
、
地
球
規
模
で

の
温
暖
化
に
よ
る
災
害
が
猛
威
を

ふ
る
い
、
と
め
ど
も
な
く
予
想
で

き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

又
、世
の
中
の
状
況
は
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
み
、
瞬
時
に
ニ
ュ
ー

ス
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
報
道
さ
れ

時
々
自
分
達
は
ど
の
よ
う
に
社
会

が
動
い
て
い
く
の
か
、
多
々
不
安

に
さ
い
な
ま
れ
る
現
状
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
国
内
で
は
消
費

税
が
四
月
か
ら
３
％
上
が
る
な
ど

ま
っ
た
な
し
の
増
税
社
会
に
入

り
、
行
政
の
予
算
執
行
も
、
必

要
、
不
必
要
の
さ
ら
な
る
洗
い
直

し
が
、
我
々
市
民
の
生
活
の
上
で

も
大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
つ
ま
り
税
金
が
上
が
れ

ば
、
市
民
生
活
の
ど
の
辺
り
が
改

善
さ
れ
て
い
く
の
か
？

　

今
後
は
、
行
政
、
特
に
市
長
の

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

市
議
会
議
員
一
人
一
人
が
、
よ
り

専
門
知
識
を
も
っ
た＂
頭
脳
集
団
＂

と
な
り
、
都
市
機
能
の
円
滑
な
環

境
作
り
に
、
よ
り
成
長
が
あ
る
成

熟
社
会
を
目
ざ
し
、
住
み
ご
こ
ち

の
良
い
町
づ
く
り
に
励
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。



　年の初めに、東広島市消防団の皆さんと消防
局による出初式が行われました。
　出初式では式典と消防団員・消防士による公
開訓練が行われ、消防活動を身近に感じること
ができました。

東広島市消防出初式！

出初式公開訓練

平和・非核兵器都市宣言
人権尊重都市宣言

東広島市

◆議決事件◆
ぎけつじけん

　議決事件とは、議会の行う議決の対象と
なる事項ですが、地方自治法第96条第 2項
の規定により、普通地方公共団体の事務に
ついて、議決すべきものを条例で別に定め
ることができることとなっています。
　東広島市議会では、議会基本条例第1４条
により、透明性の高い市政の運営に資する
ために、議決事件を拡大しており、平成25
年第 ４回定例会では、初めてこの拡大した
案件として、「都市交通マスタープランの
策定」について議決を行いました。

●本会議・委員会を傍聴してみませんか
　【本会議】席数：39席　車椅子用 2席
第 1回定例会の予定： 2月 7・24・25・
26･27日・ 3月13日（10時から）
　委員会の日程は、ホームページの議会日
程をご覧ください。傍聴をご希望の方は、
当日、議会事務局で受付をしてください。

※�　傍聴席では、補聴器・人工内耳を
装用されている方に音声がはっき
り聞こえる装置を設置しています。

また、傍聴にあたり、手話通訳をご希望の
方は、傍聴希望日の 3日前までにお申し込
みください。
●本会議の「会議録」を閲覧できます
　閲覧できる場所は、議会事務局・各支所
の地域振興課・市立図書館や広島県立図書
館です。ホームページでも閲覧できます。
●東広島市議会ホームページ

　��
●ホームページで「録画中継」公開中
　ホームページで本会議の録画中継をご覧
いただけます。また、黒瀬支所、高屋出張
所で、ビデオをご覧いただけます。

●市議会だより、ホームページに関する
　ご意見・ご感想をお寄せください
　〈連絡先〉東広島市議会事務局
　〒739-8601　東広島市西条栄町 8番29号
　電話082−420−0966　　FAX�082−424−9465

発行：東広島市議会　編集：広報広聴委員会　〒 739-8601　東広島市西条栄町 8番 29号　TEL082-420-0966

市議会からのご案内

　議会基本条例が出来て一年、東広島市議会は
議会改革に向けて日々邁進しております。そんな
中、市議会だよりのリニューアルに取り組んでい
ます。今回から、市民の皆様により親しんで頂
けるよう毎回特集を組むこととなりました。今回
は市民ホール着工に合わせて音楽のまちづくりを
テーマに座談会を行い、議員も音楽への理解を深
めることが出来ました。今後もいろいろなジャン
ルの方々が登場されますので楽しみにして下さい。

平岡　　毅


